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序章　淫らな子羊












「う……ん、ぁ……ふ」

　潮風を鼻腔に吸い込みつつ、リリアーナは頼りない声を上げていた。

　白い修道服に身を包んだリリアーナを、無骨な男の手がまさぐっている。首元から斜めに腋へ向かう襟はボタンをすべて外され、豊かな乳房がまろび出ていた。

　真っ白で柔らかな胸を、日焼けした男の手がたぷたぷと音がしそうに揉み、ときおりツンと尖った先端をいたずらに弾く。

「あぁ……っ、ん、あ……ぁ……」

　ゆったりとしたローブ状の修道服は、本来なら同色の腰布でキュッと締められているはずだった。

　しかしいま腰布はただの布と化し、ひやりとした石造りの床に落ちている。

「リリアーナ、どうですか？　体が熱く心地いいと思ったなら、教えてください」

「んふ……っぅ……」

　赤く染まった耳朶に囁き込まれるのは、男の艶やかな低音。

　艶やかな金髪の影にある眼鏡の奥で、海のような青い目が愉悦に揺れていた。

　男が纏っているのは、黒い法衣だ。体の線を隠す黒いローブにバサリと長身を覆うマント。肩には全能神ラキアを示す男神のシンボル――プレシュが金糸で刺繍され、緻密な唐草模様と相まって神々しさすら感じさせる。

　胸にはプレシュが下がり、黄昏の光を反射してキラリと輝いていた。男が徳を積んだ高僧である証拠に、副象ふくしょうと呼ばれる小さなプレシュが幾つも下がっている。金のチェーンに何十個も下がった副象は、男が幾度も聖地巡礼をし、行く先々の教会で副象を獲たことに他ならない。

　男がリリアーナの体をまさぐるたび、彼の胸元でチャラチャラと金属がぶつかる小さな音がした。彼女はそれを聞くたび、自分がとても気高い人に望まれているのだという愉悦と共に、深い罪悪を覚える。

「司祭さま……っ、あ……、熱い……ですっ」

　リリアーナの震える手が司祭の手に重なり、「どうかそれ以上の無体は……」と希こいねがっているようだ。

「なら、下もはだけてしまいなさい。熱を発散する面積が増えたら、体も冷えるでしょう」

　薄い唇に笑みを湛え、司祭はリリアーナの修道服のスカート部分をバサリと捲り上げた。

「腰布は私が取ってしまいましたから、あなたが自分の両手でしっかり押さえるのです」

「あ……ぁ、で、でも……っ」

　ユラユラと腰を揺らして反論の言葉を口にしても、まったく説得力がない。

「リリアーナ？　言うことを聞かない悪い子には、〝ご褒美〟をあげませんよ？」

　自身の手で修道服を持ったまま、司祭はつぅっとリリアーナの白い太腿を撫で上げた。そこは汗とこもった熱気とでしっとりしている。

「あ……わ、私……悪い子ではありません……っ」

　恐る恐るという手つきでリリアーナはまとめられた修道服を手にし、司祭がその先をしやすいようにさらに持ち上げた。

「いい子ですね」

　ちゅ、とこめかみにキスが落とされ、リリアーナは幸せそうに微笑む。

　目の前には夕暮れの風景が今日も壮大に広がっていた。

　二人がいるのはファティナ修道院。

　歴史上で戦の舞台にもなった要塞のような場所だが、現在は少々特殊な意味で修道院の役割を果たしている。

　やんごとなき〝事情〟がある貴族の令嬢や姫を、男子禁制のファティナ修道院は〝行儀見習い〟という体で引き受ける役割を持っていた。

　かくいうリリアーナも、とある王国の王女だ。

　夕日を浴びて朱に染まる銀髪は、人々に月光が具現化されたと言われるほど美しい。蜂蜜のような金色の目は、ある王国の王族特有の色だった。

　リリアーナもまた〝事情〟があり、ファティナ修道院に入っている。

　優しく明るい同居人たちや、やはり同性の料理人や掃除婦以下使用人たち。彼女たちと日々笑いあって過ごし、毎日の祈りは司祭が執り行っている。

　その司祭――カイ司祭に手を出されるようになったのも、ちゃんとした理由があった。

　カイ司祭は単純な肉欲ではなく、ある理由でリリアーナに触れているのだ。

　しかし彼の親切心に対し、リリアーナはカイ司祭に言えない気持ちを抱くようになっていた。

（あぁ……。カイ司祭様、相変わらずいい香りがするわ。月桂樹と言われたけど……、とても清涼な匂い）

　陶然と目を細め、リリアーナは眼前に広がる海を見やる。

　西日を反射した海は輝き、まっすぐな水平線の左端には大陸の西端部がゴツゴツとしたシルエットを浮かび上がらせていた。

　逢瀬の時間は夕方と決まっており、もう少しすればリリアーナは自室に戻らなければいけない。

（その前に……また達したい。あの感覚を味わって、幸せな気持ちのまま眠りに就きたい）

　淫らな願望を抱くようになってしまったのも、ファティナ修道院に来てからだ。

「リリアーナ？」

　きゅう、と両の乳首を摘ままれて「ひゃうっ」と悲鳴を押し殺す。

「夕日に見とれる余裕があるのですか？　いけない子ですね」

「そ……そういう訳では……っぁ……」

　スルリと男の手が動き、リリアーナの白くぷりんとしたお尻が撫でられる。

「こんなに濡らしているのに、私以外のことに気を向けるなど余裕ですね？」

　指の腹で泥濘ぬかるんだ花弁を擦られ、「ふぁぁ……ん」と鼻にかかった声が漏れる。

　カイ司祭は衣擦れの音をさせしゃがみ込むと、リリアーナの秘部に顔を寄せた。ちゅ、ちゅ、と柔らかなお尻にキスをし、もっと脚を開くようにと軽く内腿を叩く。

　リリアーナの内腿には痣があり、そこにも男は執拗に吸い付いた。

「し……司祭様ぁ……」

　膝を震わせつつも、リリアーナは従順に脚を開いた。

　その途端、たっぷりと潤った場所からとろりと蜜が零れだす。夕日を浴びて輝きながらつぅ……と空中に糸を引き――床に小さな染みを作る。

「いま、慰めて差し上げます」

　開け放たれた窓にリリアーナを押しつけると、カイは正面から彼女の秘部にしゃぶりついた。

「あぁあぁんっ」

　膨れ上がった肉芽を舐められて大きな声を上げたリリアーナに、カイは視線で黙らせる。

「……す、すみま……っぁ、あ……」

「声を堪えられなかったらいけませんから、私のコレを咥えていなさい」

　ふとカイ司祭は己の首からプレシュを外すと、リリアーナの小さな口に咥えさせた。

「んふ……んぅ」

　教会のシンボルでもあるプレシュを咥えるだなんて……という目をする彼女に、カイは静かに微笑んだ。

「神の胎で淫らな声を上げる訳にもいかないでしょう。それに……、あなたのお口に含まれたプレシュをまた首に提げるというのも、興奮するものですよ」

　クチュ……と小さな音がし、カイの長い指が蜜口から侵入してきた。

「んンっ」

　柔らかな粘膜を擦られ、押され、リリアーナが身悶える。

　指で膣内を暴かれると同時に肉芽をまた吸われ、ビクビクッと腰が震えた。カイの頭を押し返したいのに、リリアーナの両手は修道服を掴んでいるので叶わない。

「あなたのココは熱く蕩けていて、素敵ですね。ここから見上げると……ん、ちゅ。大きな乳房が揺れ、先端の宝石もふるふると淫らに震えて実に美しい」

「んぅ……、んふ……んぁ」

　カイのプレシュを咥えた唇はわななき、合間からとろりと涎が垂れそうだ。

　プレシュは男神と宇宙を示す花を組み合わせたシンボルで、それを楕円が囲んでいる。強く含めば含むほど、リリアーナの柔らかな舌はプレシュの隙間に押し込まれ、舌でも刺激を受けてしまう。

　リリアーナ自身が首から提げているのは、愛の神であり男神の妻であるシィラのシンボルだ。

　体の熱を吸ったプレシャ――プレシュと対になる女神のシンボルは、身じろぎして肌に当たるたびリリアーナに興奮と罪悪感がない交ぜになった感覚を味わわせる。

「あぁ、美味しい。リリアーナ、あなたの蜜は至上の甘露だ」

　やにわにカイはまるまると膨れた肉真珠をちゅうと吸引し、胎内で蠢うごめかせる指を二本に増やした。

「んふぅっ、ンーっ！」

　カイの指先がある一点に触れた時、リリアーナは雷に打たれたかのように体を跳ねさせる。

「相変わらずココが弱いのですね。可愛らしいことだ」

　コリコリ、キュキュ、と音がしそうな絶妙な指技に、リリアーナはあえなく陥落した。

「んむうぅうぅっ、う、むぅっ」

　頬張った神の象徴を唾液で濡らし、柔らかな太腿でカイの顔を挟んだ。

　下肢からはカイが尚も肉真珠に吸い付く、ぢゅううっという聞くに堪えない音がする。指はクチャクチャと音をたてて動き、達したリリアーナをさらに攻め立てる。

「んっ、んっ、んぅっ、むぅーっ……」

　脚を伸ばして立っていられず、リリアーナは何度か大きく体を上下に揺さぶったあと、くたりと倒れ込んだ。

　――ところを、カイが抱き留める。

「……ふふ。今日も上手に極められましたね」

　リリアーナの唇からプレシュを取り出し、たっぷり唾液にまみれたそれを躊躇いなく己の口に含んだ。

　神の仮姿を舐め回し、カイは青い目をとろりと細める。

「いい子です。明日も同じ時間に来られますね？」

「……はい」

　いい子いい子と頭を撫でられ、リリアーナは幼子のように従順な笑みを浮かべた。

　同時に頭の片隅で思う。

（あの方も、司祭様のように上品で優しくて、女性の気持ちが分かる方だったら良かったのに……）

　ふわ……と使われていない室内に潮風が吹き込み、沈黙した家具にかけられた布が舞い上がった。

「そろそろここを出る準備をしましょう。夕食後はお祈りをして、良い子は寝る時間です」

「……はい。司祭様」

　――この人の言うことなら、一生聞いても構わないのに。

　そう思うのだが、リリアーナが恋慕を抱く相手はすでに神に忠誠を誓った身だった。

















第一章　逃げた聖王女












　大陸の中心部に、聖都ラディアを掲げる聖王国ラディローズがある。

　青い山々の麓に白く壮麗な城があり、城下街の人々は主に農牧や畑、雪解け水でできた巨大な湖での漁で生計を立てている。

　男神であり全能神ラキアと、女神であり愛の神シィラを信仰する二神教は遙か昔から続いた宗教だ。

　現在は二神の兄弟神や他の神を信仰する者もあり、以前ほど厳しい戒律でもなくなった。

　また聖王国そのものも、数百年前までは神の代行者のような扱いを受けていた。しかしいまでは信仰に重きを置く神聖な国という立場であるが、あくまで象徴だ。

　しかし聖王家の傘下となる教会は現在もしっかり機能している。民を導き、または貴族と暗に癒着したりなど、これまでの歴史とすることは変わっていない。

　国としての純粋な力で考えると、ラディローズは小国と成り果てた。

　いっぽうそのすぐ近くで、新興国とも言える帝国ゴルトベルクが急激に力をつけ、領土を拡大している。

　ラディローズは他の国々と同じく、ゴルトベルクに吸収されないよう踏ん張っている状態だ。

　もともと広大な草原と森林を有する狩猟民族が、戦争を経て力をつけたのが現在の帝国に至る。その流れを汲み、現在の帝国も軍事国家だ。頂点に立つ若き皇帝ユリウスも、自身で剣を握り戦う戦士だという話だ。

　しかしゴルトベルクが領土拡大し続けたのも数十年前までの話で、現在は一応平和な時代が築かれている。

　国々は婚姻によって結びつきを得て、政治的な緊張感がありつつも戦争が起こる気配はない。

　その中において聖王国ラディローズも、自国の栄光がとうに去ったことを自覚していた。現在は男児が生まれれば聖王を継ぎ、女児が生まれると他国に嫁がせ繋がりを得る。

　現在の聖王家にとって一番大切なのは、平和な世と連綿と続いた聖なる系譜を守ることだ。

　いまラディローズには十七歳の第一王子がいて、世継ぎに関して心配することはない。

　第一王女リリアーナは十九歳で、国内にある神学校で学んでいる。

　昔なら十六歳過ぎには婚姻を結んでいただろう。しかし現在は、ある程度勉学や恋愛の自由も許されている。

　ラディローズの神学校には他国の王侯貴族も通っており、その中で恋が芽生えたなら見守ってみよう――という流れだ。

　将来的に政略結婚をするしか選択肢がない王女とはいえ、父として気持ちの伴わない婚姻は結ばせたくない。

　国の結びつきや血筋が第一という一昔前ならともかく、現在は時代を経て国王も多少頭を軟化させている。










　しかし、青天の霹靂とも言うべく出来事が起こった。

　二十歳になるまでやんわりとした自由を約束されていたリリアーナに、帝国の皇帝ユリウスが求婚してきたのだ。

　何も接点のない皇帝に求婚され、リリアーナも王宮の人間も慌てふためいた。

「ど……、どうすれば良いのでしょう」

　聖王に呼び出されたリリアーナは、薄い色のドレスを纏っている。

　白皙の肌に日差しに透けそうな銀髪。色を失ったかのような印象のなか、ぷくりとした唇だけハッとするほど赤い。

　熟れた果実を思わせる唇に目を引かれれば、次はその大きな瞳に吸い込まれる。

　聖王家の血筋はみな金色の目を有していた。個人で色味の差はあれど、金の目は聖王家の正統な血筋と認められる。

　リリアーナは艶やかな蜂蜜のような目をしていた。神秘的な銀の髪と金色の目は人々に畏怖を与え、いつしかリリアーナは〝月の女神〟という別称まで得ている。

　たおやかな姫は現在顔を蒼白にし、己の身に降りかかった問題を前に、紅茶を飲むことすら忘れていた。

　会議室に集められた大臣たちも一様に暗い顔で、聖王すら押し黙っている。

「リリアーナ、いま好いている男性はいるのか？」

　やがて父に問われ、リリアーナはゆるりと首を振った。

「学友はみな良いお友達でして……。そのように感じたことはございません」

「ううむ……」

　娘の素直な言葉に、聖王はまた黙る。

「あの……？」

　父の意図することが分からず、リリアーナは言葉を彷徨わせる。そんな彼女に弟のカルディスが補足した。

「もし姉上に意中の人がいれば、それを理由に断れたのでは？」

「あ……」

　自分が本音を言ってしまったことに気付き、リリアーナは思わず口元に手を当てる。

　だが言葉に出してしまった事実は全員に知られ、父王が重苦しく呟いた。

「リリアーナに好いている者がいないというのに、嘘をついて使者を帰す訳にもいくまい」

「そうでございますよね。帝国の使者ゲルト卿は、皇帝の補佐役であり切れ者と有名です。我々が芝居をしたとしても、すぐに見抜かれてしまいそうな気がします」

　聖王国の大臣たちはみな老齢で、リリアーナ姉弟からすれば〝育てのお爺ちゃん〟と言っていい。

　安寧な生活を送る聖王国内で、ギラギラとした派閥や権力争いはほぼない。老大臣たちも、日がなお茶を啜りながら国政について話し合うという長閑さだ。

　そんな善良とも言える大臣たちが右往左往しているのだから、リリアーナは求婚されている当人だというのに彼らを哀れに思う。

「使者様がいらっしゃっているのですね？　いまどちらに……？」

　自分が求婚されているのだから、使者に目通りするのは礼儀なのではないか。そう思ったリリアーナは立ち上がる。だがすぐに、向かいに座っていた父王が手を挙げて制した。

「使者殿は突然来られていきなり求婚を突きつけてきた。大国とは言え無礼がある。リリアーナに会わせず、私と大臣たちが書状を『受け取りました』と言っただけで、もう用事の大半は済んでいるだろう」

　口ではそう言っていても、聖王は帝国に逆らう苦悩のあまり眉間に深い皺を刻んでいた。

「ですが……。求婚は私になのでしょう？　当の私が顔をお見せしなければ、帝国の使者様がどう思われるか分かりません。帝国に反逆する意志があると皇帝陛下に伝わってしまえば、ラディローズもどうなるか分かりません」

　見た目ほわんとしていても、リリアーナは聖王女としての矜持がしっかりある。

　神学校に通う十九歳ながらも、国を憂う気持ちは立派にあるつもりだ。

　動揺している大臣たちよりも立派な言葉に、弟が息をつき父に問う。

「確かに姉上の言うことにも一理ありますが……。使者はいま別室で休んでいるのでしょう？　返事をしなければお帰り願えないのでしょうか？」

「早急にと言っていたが……」

　また「ううむ」とうなり、聖王は白い顎髭を撫でつけた。

　本来なら大陸随一の大国であるゴルトベルクの皇帝から求婚があったとなれば、どこの国でも諸手を挙げて歓迎するだろう。

「ですが、相手は帝国でしょう」

　大臣の一人が言い、残りも頷く。

「かつて三十年戦争と呼ばれた大戦で、聖都の民のどれだけが辛酸を嘗めたことか。戦争中とはいえ、神の代行者とも呼ばれたラディローズ聖王国の国旗を踏まれ、酷い時は燃やされました。国旗は国を表す非常に大切な物です。いまだって帝国をあまり良く思わない民が多いのも事実です」

　他の者が言い、カルディスも頷いた。

「僕も他国に赴いて見聞を広めている。逆に帝国側からすれば、聖都の人間は〝お高く止まっている〟ように思えるそうだ。千年以上の歴史があり、自国に高すぎるとも言える誇りがあれば、帝国の民がそう思うのも仕方がない。所詮は水と油なのだ」

「いまだに帝国を〝成り上がりの国〟と呼ぶ声もありますしね」

　大臣たちや兄王子が口々に聖王国と帝国の禍根を言い、リリアーナも困ってしまう。

「加えて国同士のあれこれだけではありません。国際問題だけなら、国が大人の対応をすれば済むことです。民の一部が私怨を持とうが、国がらみで仲良くしてしまえば希望が持てるものです。ですが……あの皇帝は……」

　苦々しく言う大臣に、リリアーナはきょとんとして尋ねる。

「あら、皇帝陛下ご自身にも何か問題があるの？」

　何も知らないリリアーナに、大臣たちは目線を交わして何事かを共有し合う。それを見かねてカルディスが口を開いた。

「現在の若き皇帝ユリウス陛下は、僕が見た感じでは好青年で美丈夫だ。しかし噂では後宮に大勢女をはべらせ、毎晩渡り歩いているという。皇帝の〝お渡り〟があった女は、翌日満足に歩くこともできない絶倫だとか」

　本来なら顔を赤くすべきところだが、あまりの内容にリリアーナは青ざめる。

「あの鋼のような肉体を維持するためなのだから仕方がないかもしれないが、非常に健啖家で美食家、そして酒豪とも言われている。毎日飲めや歌えの宴があり、裸の女といたずらに交わりまさに酒池肉林。だというのに決まった女を作らず、後宮の女たちを毎日泣かせ、それでも平然としている鉄の心を持っているとも聞いた」

「まぁ……」

　両手で口元を覆ったリリアーナは、想像するだけで恐ろしくて堪らない。

　そんな淫魔の王とも呼べる男を夫にして、自分が幸せに生活している未来などまったく想像できない。

　よしんば結婚したとしても、泣き暮らす毎日がありありと思い浮かべられる。

「……だから我々は返事を渋っているのだ。大事に育てたリリアーナを、幾ら皇帝陛下とはいえそんな男に任せられない」

　最後に重々しく聖王が口を開き、一同がシン……と静まりかえった。

「ですが……。現在帝国の皇帝陛下は、神様の次に力を持っているとまで言われていますよね？」

　ぽつりと呟いたリリアーナの言葉に、誰も言い返せない。

　それが現実であり、絶対的な力関係なのだ。

「それに近年史を見れば、先々代皇帝陛下の治世からこの大陸もぐっと安定したと書かれてあります。ユリウス陛下に至っては、どこそこの国と友好条約を結んだとか、交易の独占権を得たとか、政治手腕が光っているように見受けられます」

　リリアーナは学校で学んだことを口にしただけなのだが、弟がギッと睨んでくる。

「姉上は女好きに嫁いでも構わないのか」

「そ、そういうつもりで言ったのではないわ。人を見定める時、悪い点だけでなく良い点も見なければと思ったのよ」

　カルディスはややシスターコンプレックスな気があり、時にリリアーナより年上なのではと思うほど保護者面をする。

「しかしいい歳になったのに、世継ぎを作る気配のない君主というのも考えものですな」

　リリアーナを助けるつもりか大臣の一人が言い、また残りがうんうんと頷く。

「……確かに帝国は巨大な権力と影響力を持ちます。ですが平和な世になったいま、それほど怯えなくても良いのでは？　無理に帝国と婚姻を結ばずとも、聖王国はこれまで通りやっていけるはずです」

　別の大臣の言葉に、他の者が「一理ある」とうなった。

「僕から見れば、わざわざ犬猿の仲と呼ばれる聖王国に求婚しなくても、他に引く手あまただと思うがな。こちらから他国に手をまわし、その間に姉上には雲隠れしてもらうのも手だと思う。姉上が不在の間に皇帝と結婚してもいいという姫を探し、ほとぼりが冷めてかから戻って来ればいい」

「……と言いますと？」

　リリアーナと聖王、そして十数人の大臣の視線がカルディスに集まった。

　そこで彼はもったいぶって間を作り、ぴ、と人差し指を立てて断言する。

「ファティナ修道院だ。陸の孤島であるあそこなら姉上の身の上は安全だ。加えて良家の子女しか入っていない場所だし、自然の要塞という環境を含め、あらゆる意味で守られる」

　カルディスの案に全員が「おお……」とどよめいた。

　同時に暗鬱たる表情がパァッと晴れてゆく。

「それはいい！　殿下、名案です」

「リリアーナ様、どうか今夜にでも闇に紛れてファティナ修道院に向かってください」

　大臣たちは全員賛成のようで、父王も特に異を唱えない。

「で、ですが。王女がいきなり消えたとなれば、使者様が訝るのでは？」

「大丈夫です。ゲルト卿がいらっしゃった時、我らは『聖王女殿下は不在』とお答えしました。それにつけ加え『数日前よりファティナ修道院に行儀見習いに行った』とお伝えすれば、万事問題ありません」

　懸念していた問題を補填されるが、まだ不安げにリリアーナは父王を見やる。

　しかしカルディスの発案を最上の策と思ったのか、聖王まで鷹揚に頷く始末だった。

「リリアーナ、みなの言う通りにしなさい」

　これは決定事項だと告げる父の言葉に、リリアーナは少し沈黙してから首肯した。
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　供を連れた帝国の侯爵ゲルトは、豪奢でいながら品格の高い客間にいた。

　果たして自身に課せられた任務が上手くいくのかを考え――、まずは聖王国側の返事を待つしかないと無駄に考えることを放棄する。

　もし〝何か〟が起これば、その時に臨機応変に動けばいい。

　皇帝ユリウスの元で有能すぎる臣下として名を馳せた彼は、ベッドに仰向けになりながら何通りもの筋書きを思い浮かべていた。

　だがそんなゲルトも、聖王女が本当は城にいて、まさにその夜逃げ出したなど考えただろうか。










　最小限の供を連れ、リリアーナはほぼ着の身着のまま城を出た。

　誰もが寝静まったと思われる時間に、城の裏口から六頭引きの馬車が出る。

　馬車を守る護衛は六人の精鋭しかいない。

　不格好な月が浮かんだ夜に、馬車は街道まで出ると全速力で北へ走りだした。

　馬車の中で激しく揺られるリリアーナは、不安で眠気すら飛んでいる。外は真っ暗だというのに、ときおり窓のカーテンを開いては追っ手が来ていないか確認した。

「お父様とお母様、カルディスは大丈夫かしら……」

　侍女の格好をしたリリアーナに、馬車に同乗した大臣が静かに答える。

「陛下は聖王陛下ですし、妃陛下は外交上手な女傑です。妃陛下が隣国よりお戻りになったら、きっともっと良い案を考えてくださいます。カルディス殿下も全身全霊でリリアーナ様をお守りしたいのです。リリアーナ様はみなの意志を汲み、修道院で耐え忍んでくださいませ」

　柔らかな老大臣の言葉に、リリアーナは力なく微笑んだ。

「……分かったわ」

　馬車の先頭にあるカンテラ以外、街道に何も明かりはないように思えた。

「……私、どうなるのかしら」

　少しでも休めるようにとブランケットを渡されたが、それで体をくるんでも落ち着く気はしなかった。

















第二章　ファティナ修道院












　聖都ラディアを出て、ほとんど休みなしで移動し十日が経った。

　北へ行くにつれて風景は寂しくなり、やがて前方に夕焼けに輝く一面の海が広がる。その向こう側にこんもりと三角形のシルエットがあった。

「リリアーナ様、あれがかつて海上の要塞と呼ばれたファティナ修道院です」

「本当に海に覆われているのね」

　ファティナ修道院に通じる道は、現在海によって塞がれている。

　その前に堅牢な門があり、さらに手前には宿場町があった。現在リリアーナは馬車から降りて、護衛たちが宿を手配するのを待っているところだ。

　宿場町はかつてファティナ修道院に巡礼者が訪れていた頃、彼らを受け入れ癒やした場所だ。

　それなりの人数を受け入れられるよう宿場町の規模も大きい。だが現在ファティナ修道院は良家の子女の受け入れを専門としているため、宿場町は幾分寂れているように思えた。

　目抜き通りの両脇に建物が並ぶさまからは、かつては賑わっていたのだろうことが分かる。

　だがいまは通りを行き交う者もまばらで、待機する馬車もリリアーナたちが乗ってきた物だけだ。

　こんなに見通しが良くては、追っ手や刺客がいたとしてもすぐ分かってしまう。

　リリアーナは大臣と共にゆっくり石畳を踏みしめるが、護衛は特に何も言わない。

　潮の香りがし、耳を澄ませば波音も聞こえる。

　修道院は遙か遠くにあるように見えて、その実どのぐらいの距離があるのか分からない。夕暮れの雲がたなびいてシルエットがけぶっていることもあり、現実に存在している建物かすらも疑わしくなるほどだ。

「あそこにいま何人の女性がいるのかしら？」

　潮風に髪が乱されて手で押さえ、リリアーナはマントの前を掻き合わせる。海が近いことや夕方なのもあり、ここは聖都よりも幾分気温が低いようだ。

「三十か国近くがひしめくこの大陸で、ファティナ修道院は唯一王侯貴族のご息女のみ受け入れる施設です。のっぴきならない事情があって匿う場合もありますし、単純に普通の修道院に入れるより格が高いという理由で、行儀見習いに入るご令嬢もいらっしゃいます。中堅から大規模の国から仮に十名、小国から五名以内と考えても、百名以上はいらっしゃるのではと思います」

「まぁ……。それは何と言うか、想像しただけで楽しそうね」

　いままで同じ年代の貴婦人とは、ラディローズに貴賓として訪れた時か、リリアーナたちが訪問した時しか接点がない。

　やんごとなき姫君や令嬢たちは、日々何を考えているのだろうと思っても、なかなか想像することもできなかった。

　そんな理由があり、一時避難するだけだとしても、リリアーナは新しい生活が楽しそうだと思う。

「私たちは男ですので、この宿場町までしか同行できません。身の回りのことはご自身でという考えなので、侍女を伴うこともできません。本当にお一人で大丈夫ですか？」

　白い眉毛に目が隠れてしまいそうな大臣は、リリアーナが幼い頃から「じいや」と呼び慣れ親しんでいる存在だ。

「大丈夫よ。着替えだって一人でできるし、料理は……したことないけれど、教えてくださる方がいればきっと覚えるわ。刺繍やレース編みなどの奉仕作業があるなら得意分野だし、多少の力仕事があっても多分大丈夫よ」

　じいやを心配させないよう、リリアーナは努めて明るく振る舞う。

「これでも割と力があるのよ」と力こぶを作る真似をするが、マントの下にあるのはほっそりとした白い腕だ。

「修道院への道は、潮の満ち引きにより決まります。いまはまだ海の水が満ちていますから、明日の早朝に潮が引いたら修道院に向かいます」

「分かったわ」

　夕暮れの宿場町にぽつりと佇み、リリアーナは小山のようなシルエットを見上げた。

　その向こうに蝋燭の温かな光が漏れて見え、まだ顔も知らない〝仲間〟たちが生活しているのを知る。

「いまのところ、追っ手は来ていないようですが……」

　ふと大臣が後方を見やり、心配そうに眉を寄せる。

「作戦が成功することを祈りましょう。じいやは私が修道院に行ったあとどうするの？」

　リリアーナの問いに、じいやこと大臣は柔和な笑みを浮かべた。

「私はこの宿場町に逗留して、聖都からの使いを待ちます。帝国の使いが諦めて去るまで、ここに腰を据える覚悟です」

「まぁ。腰が痛いと言っていたのに大丈夫なの？」

「ちゃんとしたベッドがありますし、心配ありません。陛下からのご指示で、いずれ修道院内に変装をした間者が紛れ込むことになっております。間者はそれとなく正体が分かる方法でリリアーナ様に接触します。どのような者か分かっていないのは、突然のことだったので城からもまだ詳細が伝えられていないからです。リリアーナ様ご自身で〝彼〟だと分かりましたら、『シャルル』と仰ってください。それが合い言葉になっております」

　今後の指示をされ、リリアーナも気を引き締める。

「間者は男性なのね。どうやって女性だけの修道院に紛れ込むか分からないけれど、ちゃんと待っているわね。シャルルって……もしかして私のシャルルのこと？」

　合い言葉を確認し、リリアーナは『シャルル』について尋ねた。

「ええ。リリアーナ様の愛犬のシャルルにございます。王宮で姫様に近しい場所にいる者でなければ、愛犬の名前など知らないでしょう。それを合い言葉に致しました」

「名案ね」

　胸の前で両手を合わせ微笑むと、宿の方から人の声がした。

「ああ、宿の手配ができたようです。参りましょう。ここは少し海風が冷たいようですから、お風邪を召されないよう」

　そっと背を押され、リリアーナは宿に向かって歩いて行く。

　もう一度ファティナ修道院を見やったが、幻影のように思えるそれは姿を変えていなかった。
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　翌朝、宿で特別美味しくも不味くもない食事をとったあと、リリアーナは身支度を済ませ再び馬車に乗る。

　静まりかえった宿場町の向こうは、確かに昨日は海だったと覚えている。

　しかし現在は一面の砂地が続き、その中央に石畳の街道がまっすぐに続いていた。

　宿場町の終わりにある門まで辿り着くと、御者は門番に何事かを伝えずっしりと重たい金袋を渡す。

「お金が必要なの？」

　その様子を内部から窺っていたリリアーナは、そっとじいやに尋ねた。

「修道院の内部では、身分の高い姫君やご令嬢を安全にお守りするため、様々な資金が必要です。部屋を清潔にする掃除婦や衣服を洗う洗濯婦、皆様のお口に合う食事を作る料理人。また内部には入らないものの、修道院の各出入り口には衛兵も駐在しています。食料が必要となり、また奉仕活動のための布や糸などの道具も要ります。それらすべての資金は、修道院に姫君やご令嬢をお預けになる国々や貴族たちが出すことになっています」

「なるほど……。確かに先立つものがなければ、修道院も成り立たないものね」

　深く頷くと、じいやは少し声を低くする。

「またこの修道院は特殊ですから、中に逃げ込んだ方々を求める存在もいます。その方々に対し、修道院が守秘義務を果たすための約束金の意味もあります」

「ああ……」

　諸々の事情を察し、リリアーナは小さく息をつく。

　女性だけの修道院でのびのび暮らせるかと思えば、それはそれでまた守られた世界なのだ。

　やがて前方で門が開き、馬車が再び動きだす。

「凄いわね。一面の砂地だわ」

　馬車の窓からは、黒く濡れた砂が延々と続いているのが見える。

「特に水分量の多い砂地ですから、場所に寄っては蟻地獄のように底に足がつかない場所もあります。うっかりそこに嵌まってしまえば、誰も助けに参りません。くれぐれも抜けだそうとお考えになりませんように」

「分かっているわ。それにしても底なしだなんて恐ろしいわね……」

　のっぺりと濡れた砂に足がとられ、体が埋もれ顔まで……というところまで想像し、リリアーナは首を小さく振った。

「自然の要塞と言われていたのは、ただ単に陸の孤島だからという理由でもないのです」

　自然の凄さを知った気がし、じいやの言葉にリリアーナも思わず重々しく頷く。

　濡れた石畳を馬車が進み、十分程経てばファティナ修道院に辿り着いた。

　御者の手を借りて外に出ると、朝日を浴びた修道院はとても古く、一部崩落して使われていない箇所もあるようだ。

　石造りの建物は何度も補修されているらしい。その姿こそ、このセント・フィリア湾の象徴とも言えるのだろう。

「では……、ここよりお一人で参られますか？」

　じいやが心配そうに言うので、リリアーナは元気づけるように微笑んだ。

「大丈夫よ。陸の孤島に閉じ込められても、必ず間者を見つけて合い言葉を言ってみせるから。お父様からの使いを信じているわ」

　白魚のような手できゅ、とじいやの手を握ってから、リリアーナは案内人に頷いてみせた。

「それでは、行って参ります。宿場町で滅多なことはないと思うけれど、気を付けて」

　四十がらみの女性に先導され、リリアーナはじいやや供の者、護衛に別れを告げた。

「私はテレーゼと申します、ここの案内人です。皆様のお世話係であり代表と言って良いでしょう。何かお困りのことがあれば、私まで一言お願い致します」

　黒髪の巻き毛を簡単にまとめた彼女は、品のいい貴族の女性に思える。だが長いこと修道院で暮らしているからか、本物の修道女のように潔癖で清廉な存在に見えた。

「他の方々はどのように過ごされていますか？」

「ここでの生活はお祈りをし、共同で生活をすることを主軸としています。他は針仕事やレース編みなどをして、奉仕活動をしております。その他は基本的に自由時間で、各国から寄贈された書庫や、音楽室もございます。あまり大きな声では言えませんが、チェスなどのゲームを置いてある遊戯室もございます」

　思ったより退屈しなさそうで、リリアーナは内心ホッとする。

「皆様は、喧嘩などされないのですか？」

　石造りのアーチをくぐったあと巨大な門をくぐり、中に入るとガランとした巨大なホールがあった。

「多少の派閥のようなものはありますが、基本的に皆様おっとりとした良家の姫君です。可能性がありましても、淑女として品を欠いた行為は厳しく取り締まっております。加えて気高い姫君たちは、そのような行為を看過されません」

　歩いて行くと、白いローブを身に纏った若い女性が数人歩いているのを目にした。

「ごきげんよう」と声をかけられ、リリアーナも「ごきげんよう」と会釈をする。

「これからリリアーナ様――失礼、ここでは皆様をお名前で呼ばせて頂いております。リリアーナ様のお部屋に案内致しますね。なにぶん古い建物ですから、階段が急で狭いのでお気をつけください。迷路のように入り組んでいますが、そのうち慣れると思います。最初のうちはどなたかに道を尋ねると宜しいでしょう」

「分かりました」

　ようするに、じいやが言っていた通りここでは〝自分で何でもする〟のだ。

　自室まで案内してくれるが、その後のことはリリアーナ自身が積極的に行動しなければならない。いやでも社交性が問われる。

（ずっとここにいる訳ではないだろうけど、ちゃんとしなければ）

　持ってきた荷物はほぼなく、あるのは二神教の教徒である証しのプレシャのみだ。愛の女神を示すシンボルに、リリアーナは毎日口づけ祈りを捧げている。

　そして廊下を通り狭い階段を何階分も上がり、ようやくテレーゼが立ち止まった。

「こちらがリリアーナ様のお部屋です。王宮にいらっしゃった時と比べ、狭いかと思います。ですが皆様同じ条件ですので、どうぞご理解ください」

　案内された部屋は確かにこぢんまりとしているが、ベッドは清潔だし物書きをする机もある。窓から光が入っていて、備え付けのクローゼットと物入れもあった。

　壁が四角く凹んだ場所には女神のシンボル・プレシャがあり、聖典も置かれてある。

　まさに修道女のための部屋と言っていいが、暮らしてみれば快適そうだ。

「ご案内ありがとうございます。テレーゼさん」

「道程の疲れもあるでしょうから、お部屋でお寛ぎください。修道院内は自由に歩き回って構いませんし、交流を始めるのも良いでしょう。食事や奉仕活動など、折々に合図の鐘が鳴ります。その少し前に皆様移動されますので、ついて行かれると良いでしょう」

「分かりました。ありがとうございます」

「クローゼットの中に、この修道院で過ごすための白いローブがございます。原則この修道院は修道服――ローブで過ごすことになっています。正式には頭巾を被りローブについたフードで髪を隠す……ということになっておりますが、それほど厳しい決まりではありません。ただ、あくまで修道院ですので、首からプレシャをかけることは決まりとなっております。その点につきまして、リリアーナ様は問題ありませんね」

　リリアーナは自前のプレシャを下げている。おまけに信仰が厚いという点では、本物の修道女にも負けないだろう。

「理解しました。他には？」

　クローゼットを開けて確認してみると、確かに白いローブが数着ハンガーにかかっている。

「この修道院にいらっしゃる方々は、理由はどうであれ皆様きちんとした教育を受けた方々です。リリアーナ様が不安になられているほど、大した問題はございませんので、どうぞごゆるりとお過ごしください」

　母のようなゆったりとした笑みを浮かべ、テレーゼは去っていった。

　遠ざかる足音は早足で、彼女も忙しいのだろう。

「まずは着替えた方が良さそうね」

　呟いて、リリアーナは侍女風の地味なドレスを脱ぎ始める。背中から腰にかけてあるボタンを外し、生成り色のドレスと別れを告げる。シュミーズとドロワーズ姿になり、白いローブをハンガーから一着取る。

　ローブは体のラインが分からないような、布面積の広いバサリとした物だ。首元から腋にかけて斜めにラインがあり、ボタンで留めるようになっている。フードもついているが、先ほどの説明からしてあまりお世話になることはないかもしれない。

　またクローゼットの引き出しには折り畳まれた白い布と、革紐があった。

　修道院のホールですれ違った女性たちは、確か腰を白い腰布や革紐で結んでいた気がする。どちらか好きに選んで良いのだろう。

　そう判断すると、リリアーナは白い腰布を選んだ。そのほうが、色味的に清らかな印象であると思ったのだ。

　ローブは新しい物なのかおろしたての手触りがし、乾燥させたラベンダーの香りがする。

　誰かのお古を着ることを覚悟していたが、ちょっとした気遣いに微笑みが漏れた。

「ふぅ……」

　ベッドに腰掛け窓の外を見ると、セント・フィリア湾越しに山のシルエットが見えた。

（お父様たちは、使者様にいい言い訳ができているのかしら？　聖王国が苦しい立場にならなければ良いけれど……）

　少し憂い顔になった時、部屋のドアがノックされた。

「はい？」

　テレーゼが戻ってきたのかと思い出迎えると、黒髪碧眼で同じくらいの歳の女性が立っていた。

「こんにちは。私はキリエと申します。あなた、今日入ってきたばかりなのでしょう？　もしお疲れでないなら、少しお話しませんか？」

　名前と外見、髪の色などから、彼女の出身国をそれとなく察した。

　だがどこの国の王女、何某卿の娘と名乗らないところを見ると、リリアーナも自分の出自を名乗らないのが礼儀なのかと考える。

「はじめまして。私はリリアーナと申します。早速お友達ができて嬉しいです。右も左も分からないので、仲良くして頂けると嬉しいです」

　握手を求め手を差し出したが、キリエはじぃっとリリアーナの顔を見つめる。

　その様子にふと、リリアーナは自分が聖王家の瞳――金色の目を持っていることに気付き苦笑した。これでは幾ら自己紹介でごまかしても、一発で分かってしまう。

　キリエもそれを察したのか、訳知り顔で笑みを浮かべた。

「もちろん、喜んで。少しお茶を飲んで休憩します？　それともすぐ向かいますか？」

「前日に宿場町で休み、今朝来たばかりなのでそれほど疲れていません。この不思議な修道院の中を知りたいです」

　申し出ると、キリエはニコッと微笑んで歩きだす。

「あなたは白い腰布を選んだのですね」

　言われてキリエを見れば、彼女は革紐で腰を結んでいる。

「何か決まりがありますか？　もし革紐の方がいいのなら……」

「あぁー……。テレーゼさんはまた説明しなかったのね。あの人忙しいから……。腰布でも革紐でも、どちらでもいいのです。あと、靴は編み上げブーツが規定となっているので、あとで職人の所へ連れて行きますね」

「あら……。本当だわ」

　キリエや周囲を行き交う女性たちの足元を見れば、みな一様に茶の編み上げブーツを履いている。リリアーナが移動時に履いてきた靴は、ブーツであれどややデザインが違う。

「皆さんと同じでなくてはいけませんね。ぜひ案内をお願いします」

　微笑みかけると、キリエはほんのり頬を染めてリリアーナを凝視してくる。

「……何か？」

　小首を傾げ尋ねると、彼女はパッと目を逸らし胸の前で両手をブンブンと振った。

「い、いえ！　本当にリリアーナ様ってお綺麗で……、宗教絵画から抜け出した天使のようだわと、初対面から思っていたのです」

「まぁ、ありがたいけれど、畏れ多いです」

　その後、共有スペースのサロンを通ると、他の女性たちが優雅にティータイムを過ごしていた。

　どうやらそこに様々な種類の茶葉や、お茶菓子などがあるようだ。ティースタンドもあり、丸テーブルにそれぞれがグループになって上品な談笑がなされている。

「このサロンで皆さん、ネタの尽きないおしゃべりをしています。サロンは修道院の中に何か所かあって、誰かが使えないということは多分ないと思います」

「修道院だというのに、やけに施設が充実しているのですね」

　お茶をしている女性たちに会釈をし、リリアーナは次の目的地に向かう。

「昔は厳格な本物の修道院で、修道僧たちが槍を手に戦ったともされています。ですが現在は姫君たちの隠れ家ですから、諸国がお金をかけて住みよい場所にしてくれています」

　石造りの廊下はシンプルで、ともすれば寒々しい印象すら与える。

　しかし窓がふんだんにあるので、差し込む陽の光が内部を明るく照らしていた。

「修道院に相応しくない華美な物を所持したり、王宮にいるような贅沢はできません。ですが食事は肉も魚も野菜もたっぷり食べられますし、果物もふんだんに届けられます。このローブも全員同じですが、着る物に気を遣わなくていいというのは割に楽ですよ？」

　明るい調子でキリエは修道院の生活を説明してくれ、図書室や遊戯室、音楽室なども案内してくれる。

　その上で〝何でも屋〟と呼ばれる赤毛の女性の元へゆき、リリアーナの足のサイズを採寸してブーツを発注した。

「彼女に頼めば、外部から大体の物は入手できます。図書室にない本で読みたい本があるとか、手仕事をするのに気に入りの工房の鋏がほしいとか、色々です。お酒は禁じられていますけれどね」

　最後に悪戯っぽくキリエが笑い、リリアーナも「それはそうですね」と思わず笑う。

　厨房に行けばコックや助手、パティシエなど数名が忙しく働いており、いい匂いがしていた。もちろん全員女性だ。

「この修道院で働いている女性は、庶民出身ではあるけれど、ここで働くに相応しい技術を持っていたり、信頼できる経歴を持つ人ばかりです。お針子だけでなく、先ほど注文した靴職人も女性です。他にいる掃除婦や洗濯婦は、庶民の中から選ばれた人々です」

　最後に中庭に出ると、潮風に乗って濃厚なバラの香りがした。

「わぁ……凄い」

　飾り気のない修道院だと思っていたのに、ロの字型になった建物の中央には、見事なバラ園があったのだ。

「凄いでしょう？　修道院で華美な物は禁じられているとは言え、諸国の王や貴族たちも自分の娘を飾り気のない所に押し込むのは忍びないようです。こうして外部から見えない部分に、美しいバラ園を作ってくれたのです」

　中庭の小径に沿って色分けされたバラが植わり、時にはアーチになって頭上から芳香を振りまいている。

「中庭だけでなく、宿場町から見えない場所にも庭園があります。潮風がきつい場所なので手入れは本当に欠かせないのですが、人が通る場所はとげ抜きもされていますし、とても良い眺めなのですよ」

「本当だわ。とげでローブが引っ掛からないようになっているのですね。このお手入れも修道院の方が？」

「ええ。一応庭師という括りですが、バラ係と言ってしまっていいかもしれませんね」

　ふと頭上を見上げれば、建物の切り立ったシルエットに囲まれて青空がある。

　その眺めにほんの少し閉塞感を覚え、一瞬頭の中に「籠の中の鳥」、「囚われの身」という言葉が浮かんでしまった。

「そちらのベンチに座りましょう」

　キリエに促され、リリアーナはピンクのバラが臨める場所に腰掛けた。

　目の前にあるバラは、同じピンクという色であっても様々な種類のものが植えられている。丸弁の花から剣弁高芯咲きの花。ピンクも淡い色合いから濃いもの、またグラデーションを持つものと様々だ。

　それらが計算された位置で咲き誇り、見事な調和となっている。

　二人はしばらく美しいバラを眺めていたが、やがてキリエが口を開いた。

「この修道院にいる姫君たちは、私も含め皆さん事情のある方々です。お互い名前で呼び合う対等な仲であっても、どこの国のどのような立場……ということは、相手が名乗らなければ聞かないほうが良いと思います」

「分かりました。ご親切にありがとうございます」

「ちなみに私は特に秘密にしていないのですが、東にあるイールケ王国の王女です。政略結婚で年の離れた方に嫁がされそうになり、ここに逃げ込んで参りました」

「まぁ……。私と境遇が似ていますね。私はラディローズ聖王国の王女リリアーナと申します。私も、とある方から求婚されています。ですがその方をあまり良く思えないので、家族や臣下が良い案を考える間ここに避難したのです」

「そうなのですね？」

　確かに境遇が似ていると、キリエが目を丸くする。

　そのあと破顔すると、ギュッとリリアーナの手を握ってきた。

「ああ……、やっぱり言ってみて良かったです。姫君たちの仲には、心に壁を作っている方も少なくありません。大体の方は大らかで、ここで生活することも楽しんですらいます。ですが事情の中には、気楽に振る舞っていられない方もいるのでしょう」

「それもそうですね。国や家族がどうなってしまうか分からない。もしくは好きな方と離ればなれになってしまったとか……。無知な私では考えつかない様々な事情もありそうですし」

　カサリと音がし、何気なくキリエを見るとローブのポケットから包み紙を取り出している。それを開くと、中から焼き菓子が出てきた。

「どうぞ。ここのパティシエなかなか腕前が良いのですよ」

「ありがとう」

　確かにこれまで緊張しっぱなしで、甘い物をゆっくりとるという心境ではなかった。

　やっと目的地であるファティナ修道院に着き、人心地ついて、キリエの優しさが身に染みる。

　口に入れた焼き菓子は、バターがふんだんに使われていて、ポイントに使われたジャムも美味しい。思わず笑みを零すリリアーナを、キリエは姉のように見守っていた。

「キリエ様、私は十九歳です。あなたは？」

「あら、私のほうが一つ年上です。二十歳です。それに、良ければもっと砕けた口調でいいのですよ？」

「では過ごしていくうちに、徐々に」

　キリエの申し出はとてもありがたいのだが、王女として育てられたリリアーナには少し勇気がいる。身分上、気さくに話せる相手は侍女などだ。この修道院が特殊であれど、他国の姫君や貴族の令嬢に、容易な口を利く育ちをしていない。

「そうね、では徐々に。私がなれなれしくする分には構わない？」

「なれなれしいだなんて！　とてもありがたいです。私がまだ慣れていないだけなので、どうぞキリエ様がお話しやすいように接してください」

「ありがとう」

　その後鐘がなり、奉仕の時間が始まった。

　キリエに連れられてリリアーナは作業場へ向かい、彼女とおしゃべりをしながら針仕事をする。

　作業場と言っても巨大な空間を利用した、談話室のような場所だ。ウォールナット材のテーブルにソファセットがあり、めいめい座ってレース編みや刺繍、編み物などをする。

　できあがった物を売り、その収益金は孤児院や慈善団体に寄付されるのだそうだ。

　奉仕作業のあとに食堂でランチがあり、コックが腕を振るった食事が提供された。

　給仕はいないので、それぞれが食器を手に前方にいるコックの元まで配膳してもらうスタイルだ。

　トレーに主菜と副菜を載せるプレート、それに焼きたてパンを載せる小さな皿、スープ皿。加えてグラスには絞りたてのオレンジ果汁が注がれる。好みを言えばミルクも飲めるそうで、至れり尽くせりだ。

　その日は白身魚のポワレに、マッシュポテトとコンソメスープ。サクサクのクロワッサンだ。

　食前のお祈りをしたあと、修道院で最初の食事となった。味も王女の舌に遜色なく、リリアーナはキリエや席の近い姫君たちとおしゃべりしつつ楽しんだ。

　ランチのあとには午後三時まで奉仕が続き、そのあとは自室の掃除という名目の自由時間だ。

　夕食は十八時で、その前に大聖堂で礼拝がある。

　それが終わったあとは完全に自由時間で、二十一時の消灯まで好きにしていいそうだ。

　大聖堂で礼拝を取り仕切る司祭だけは男性だったが、特になんの問題もなくリリアーナは修道院の生活に馴染んでいった。






　同時に、国に残してきた家族や臣下たちは大丈夫なのだろうかと、思い悩むことも多くなる。

　しかし宿場町にはじいやがいるし、この修道院にも間者が入ってくるはずだ。まず間者を見極めて、彼から伝言を聞かなければいけない。

（ここで私ができることをしなければ）

　帝国の影に怯えて暮らす生活を、民に味わわせたくない。リリアーナの気持ちはその一心だ。

　けれど自分さえ我慢すれば、万事上手くいくのでは……という思いがあるのも確かなのだった。

















第三章　美しき司祭












『彼』が現れたのは、リリアーナが修道院に来て一週間が経った時だった。

「新しい司祭様、ものすごい美形よ！」

　朝の礼拝の時に、金髪に青い目の若い司祭が新たに就任したのだ。それまでの司祭は白髪交じりの温厚な男性だったのだが、〝事情〟により別の教会に移ることになったらしい。

　新しい司祭はカイと名乗り、見上げるほどの上背に南海のような美しいブルーアイ。そして金髪で、知性を窺わせる眼鏡をかけていた。

　声は低く艶やかで、いつもなら礼拝のお説教を聞き流している女性たちの集中度が違う。まるでその様は、大陸随一の声を持つというテノール歌手でも来たかのようだ。

　礼拝が終わったあと、興奮を抑えきれない女性たちはドッとカイのもとに押し寄せた。

　いっぽうそれほど心を動かされなかったリリアーナは、キリエと共に部屋に戻ってきたのだが……。

　そのキリエも、カイに質問したがる熱を抑えているものの、リリアーナ相手にはしゃいでいる。

「これでこの修道院にも潤いが訪れたわ」

　キリエは嬉しそうにお茶を淹れ、リリアーナに勧めてくる。

　サロンにいる他の女性たちも同様で、みな口に出すのはカイ司祭の名前ばかりだ。

「でも、若い女性だけがいる場所に、あのような若い男性が来て大丈夫なのかしら？」

　この一週間でリリアーナもキリエに打ち解け、しゃべり口調もかなり砕けている。

「だって相手は司祭様でしょう？　私たちに乱暴を働かれることはないわ。もともとこの修道院に派遣される司祭様は、エリート中のエリートだもの。教会からの信頼も厚いから、〝失敗〟などしないわ」

「それも……そうね」

　姫君や令嬢の中には、男性に恐怖心を持っている者もいる。

　なのでリリアーナはその心配をしたのだが、労りの心を持つ司祭相手なら杞憂に終わりそうだ。

　きっとこの騒ぎもすぐに収束して、もとの平穏な生活が訪れると思っていたのだが……。










「告解？」

　きょとんと目を瞬かせたリリアーナに、キリエは声を潜めて言う。その顔は面白い物でも見つけたように、ニヤニヤと笑っていた。

「そう。皆さん理由をつけて告解室に向かって、司祭様と狭い場所で二人きりになりたがるのだって。司祭様、とても良い香りがして近付くとうっとりしてしまうのだとか」

「そうなのね……」

　カイ司祭は傍目から見て格好いいと普通に思うが、異性的な魅力を覚えるかと言われると考えてしまう。なにしろリリアーナは皇帝から求愛されている身で、それどころではないのだ。

「リリアーナも何か悩みがあるなら、司祭様に聞いて頂いたら？　あなたここに来てから、ずっと落ち込んでるじゃない」

「でも私は……」

　自分が悩んでいることを司祭に話したとしても、解決する訳ではない。

　そう思ったのだが、目の前でリリアーナを案じているキリエはまじめな表情だ。

「ね？　司祭様ってきっと悩み事を聞いてくださるスペシャリストだと思うわ。秘密だって守ってくださるし、私にも言えないことなら、司祭様に言ってみたらどう？」

「キリエ……」

　明るくて少し調子のいいところのあるキリエだが、一番に声をかけてきてくれた。そしてこんな風にリリアーナを心配してくれている。

　思いもよらないキリエの友情に、リリアーナは思わずジーンとした。

「……分かったわ。ありがとう。でも大人気のようだから、ほとぼりが冷めた頃に話しかけてみるわね」

「そうしてみて」

　自分の提案が受け入れられ、キリエは満面の笑みを浮かべる。

「ありがとう、キリエ。いつかここを出る日が来たとしても、私はあなたの親友だわ」

　リリアーナはギュウッとキリエに抱きつき、親愛の情を込めて頬にキスをした。

「ふふ、嬉しいわ。私もリリアーナみたいな美しくて優しい親友ができて、本当に嬉しいの」

　それから数日、リリアーナはカイ司祭の〝告解予約〟が落ち着くまで、相談する内容をまとめることにした。






　　　＊＊






「あの……、司祭様」

　リリアーナが思いきってカイ司祭を呼び止めたのは、彼が来てから二週間経った夕方のことだ。

「どうしましたか？　おや？　あなたは……」

　司祭の白いローブを纏い、プレシュの刺繍が入った肩当て、白いマントを羽織ったカイ司祭は、リリアーナの姿を見て思わず瞠目した。

　きっと自分の金色の目が原因なのだと思い、リリアーナは一瞬目を逸らしかけた。だがすぐに「相談するのだ」と強い気持ちを持って彼を見つめ返す。

「もしお時間が許すなら、少しお話を聞いて頂きたくて……」

「構いませんよ。裏庭へ向かいましょうか。あそこなら人通りも少ないですし」

　カイ神父が歩きだし、リリアーナは思わず問う。

「告解室に向かわないのですか？」

「ああ。あそこでも良いのですが、告解室は罪を告白する場所でしょう。あなたの顔を見れば、罪を犯したというよりも悩みを相談したいという感じです。場合によって適切な場所を選ぶのも重要です。開放的で景色が良い場所のほうが、きっと気持ちも軽くなるでしょう」

　見目が良いだけでなく、そのようにリリアーナを気遣ってくれる姿勢に好感を持った。

「ありがとうございます。そうしましょう」










　そして場所を移動し、二人はセント・フィリア海を望む裏庭に出た。

　修道院の裏にも美しい庭園があり、バラの他にも季節の花々が咲いている。中庭が人工的に整えられた庭なら、こちらは自然に咲かせた印象だ。

　海側にあるので木製のベンチの脚は少し錆びていたが、定期的に手入れはされているらしい。

　太陽が大分傾いている空の下、海が煌めき白い波を見せている。

「確かに、こんなに広々とした景色を見ていると、悩み事も大らかに話せそうです」

「でしょう？」

　カイ司祭と並んで座ったリリアーナは、少し景色を眺めてから口を開いた。

「私、とある方に求婚されているのです。でも、その方にまつわる恐ろしい噂や、国同士の相性があまり良くなくて……」

「ほう？　恐ろしい噂とは……。聞いても宜しいですか？」

　興味を引かれたというカイ司祭の反応に、リリアーナは少し頬を染め、ユリウスにまつわる様々な噂を口にした。

「なるほど。女好きで絶倫。後宮には大勢女性がいて、毎日渡り歩いても世継ぎを作る気はなく、定まった相手を作らない。毎日酒宴を開いては、いたずらに女性と交わり……。確かにこう聞くと、天界から罰を受けたという背徳の街を思い起こされますね」

「……人様を噂で判断してはいけないと、自分でも分かっています。ですが火のない所に煙は立たないと言います。何かが嘘でも、何かは合っているかもしれません。もし私が嫁いだ先で、恐ろしいことが起こるかもしれないと思うと勇気を出せなくて……」

　膝の上で指を絡ませ、リリアーナは自らを恥じる。

　しかしカイ司祭の声は、あっけらかんとしたものだった。

「普通はそのような反応をして、当たり前ではありませんか？」

「そう……思われますか？　私は、聖王女としての役目を放棄してしまった、情けない王族だと思ってしまいますが……」

　弱々しい言葉に、カイ司祭は不思議なほど青い瞳で微笑んだ。

「人が未知なる物に恐れを抱く心理は、当たり前の働きです。もし私が二神教以外の、訳の分からない教徒から、『待遇を良くするから一番偉い人になってくれ』と言われても、不安しかなく断るでしょう。それと同じです」

　カイ司祭にも自分の考えを肯定してもらい、リリアーナは一気に安堵する。

「私はどうすべきだと思いますか？　いまは国で家族や臣下たちが、使者様をはぐらかし策を練っています。ですがそれもいつまで続くか……」

「嫌だと思うなら、正面から断ればいいのです」

「え？」

　思いもよらないことを言われ、リリアーナは顔を上げカイ司祭を見つめた。

「あなたの意に添わない求婚なら、断っても良いでしょう。ですがそのためには、相手をちゃんと知り、相手が納得する答えを出す必要があります」

「……仰る通りですね。私、あの方のことを何も存じ上げません」

　カイ司祭に言われた言葉は、軽い衝撃でもあった。

　自分がユリウスのことを何も知らず、噂だけで酷い人と判断しかけていたことに、リリアーナは愕然とする。

　常に温厚で優雅、公正で慈悲深い姫の中の姫ともてはやされていたというのに、これでは自分が噂負けしているではないか。

　そう思うと、一歩踏み出す勇気が出た。

「司祭様。神にお仕えする司祭様にお聞きするのは、とても筋違いな質問だと理解しています。ですがもし良ければ……、年頃の男性という人は何を考えていらっしゃるのか、教えて頂きたいです」

「おやすいご用ですよ。私のような世俗を捨てた者で良ければ……ですが」

　色よい返事を聞き、リリアーナはパァッと顔を輝かせた。

「ありがとうございます！　私、まずお相手と近い年齢の男性を知ることから始めたいと思います。世の男性はどのような心理で何を考え、行動に至るのか。その仕組みを知れば、『知らないこと』も理解して身近に思える気がするのです」

　ふと、カイ司祭が暖かな眼差しでリリアーナを見つめているのに気付いた。

「あなたは勇気のある方ですね。怖いと思っていたことの別の見方に気付くと、すぐ知って理解しようとする。大の大人の男でも、なかなかできないことかもしれません」

　そう言ってカイ司祭は、リリアーナのシルバーブロンドをやんわりと撫でる。絹糸のような髪を何度か指で梳いたあと、ポンポン、と頭を撫でた。

「え……。……ぁ」

　異性――恋愛対象となる年齢の男性から〝いい子いい子〟をされたことのないリリアーナは、ポカンとした顔をしたあと――発火したかのように赤面する。

「おや、聖王女殿下ともあろう方に、無礼を働きました」

　リリアーナの反応を見てカイ司祭は手を引っ込めたが、彼女はブンブンと首を振る。

　どうしてか分からないが、頭を撫でられたというだけで、胸がドキドキと高鳴り苦しくなった。心の奥底で何かが甘酸っぱい芳香を放ち、リリアーナを切ない気持ちにさせる。

（何……これ）

　潮風に乗ってカイ司祭が纏う、涼やかな香りがした。

　先ほどからずっと微かに匂いを感じていたが、いまの出来事のあとに彼の香りを嗅ぐと、得も言われぬ気分になる。

（カイ司祭様のマントに顔を埋めて、もっと匂いを堪能したい）

　そんな不埒な思いすら心をよぎり、リリアーナは「はしたない」とまた首を振る。

　ふと、彼が自分を〝聖王女殿下〟と呼んだことに遅れて気付く。自分はただ「リリアーナ」と名乗っただけで、どこの国の誰だとは言っていないはずだ。

「あの……。どうして私のことを？」

　不安な気持ちがあるのも正直なところで、おずおずと問う。

　するとカイ司祭は「ああ」と瞠目どうもくし、破顔した。

「すみません。ここでは女性の身分を口にしないことが、暗黙のルールでしたね。どうしてもリリアーナ様の美しい瞳を見れば、聖王家の方だと分かってしまいます。我ら教会の者につきましても、関係の深い王国ですから」

「あ……、やっぱり。そう、ですよね」

　どうしてもリリアーナの金色の目は、目立ってしまうのだ。

「あなたの髪の毛も美しいシルバーブロンドですし、加えて金色の瞳となれば、おのずと誰なのか分かってしまいますね」

　またカイ司祭がリリアーナの髪をふわふわと弄び、気恥ずかしくて堪らない。

「シルバーブロンドなら、他にも大勢いらっしゃると思います。特に北方の国々は、色素の薄い方が多いですから。瞳だって、琥珀色とか似た色の方はいます」

　自分がさも珍しい唯一の人と言われているようで落ち着かず、リリアーナは他にも似た色を持つ人はいると言い張った。

「そうですね。世界は広いです。その中からたった一人の人を探そうとしても、どうしても似た色を持つ他人という者は存在してしまいますよね」

　ぽつり、と落とすように呟き、カイ司祭はどこか寂しさを感じさせる笑みを浮かべる。

「……司祭様？」

　心の奥底に深く印象づける表情に、リリアーナは一瞬ドキッとした。

　まるで彼が、どこか正体の分からない〝誰か〟に恋をしているように思えたのだ。

「いいえ。それよりも先ほどの話ですが、私で良ければ男性に慣れてゆく練習台になりましょう。まずは私に触れてみませんか？」

　スッとカイ司祭が手を差し出し、その掌の大きさにリリアーナは瞠目する。

「男性ってとても手が大きいのですね。私には弟がいますが、弟は少しひょろっとした体型なので、司祭様ほど体も大きくありません」

　手を重ねようとすると、リリアーナの指先はカイ司祭の掌を少し飛び出たほどだ。

「これは……たこですか？」

　ふと彼の掌に硬くなっている場所を点々と見つける。カイ司祭の掌は、聖職者というにはかなり無骨である。

「ああ、これですか。私は聖職者を目指す前、剣を握り戦う職についていました。命のやりとりに辟易して、神の道を目指したのです」

「それは……。私こそ無礼なことを聞いてしまい、申し訳ございません」

「いいえ」

　触れるのを躊躇っていた手を、カイ司祭のほうからギュッと握ってきた。

「あ……っ」

　温かい。大きい。

　侍女の手と違ってゴツゴツして硬く、だが体温が高くてリリアーナより手が熱い。握り込まれると、リリアーナの手が見えなくなりそうなほど大きくて……。

「……っ、あの」

　触れ合った掌から、バクバクと脈打つ鼓動が伝わってしまいそうで恥ずかしい。

「て……、手、大きいのですね」

「そりゃあ、男ですからね？　守るべき者のために、救済の手は大きいほうがいいでしょう」

　カイ司祭が目を細めて笑うと、顔を近付けてくる。

「え……っ、えっ？」

　キスをされるかと思って身を引いたが、腰にカイ司祭の腕が絡みつき引き寄せられてしまった。

「あのっ、ぁ、――」

「しぃ」

　耳元で静かにするよう窘められたあと、こつんと額と額がくっつく。

「ん……っ」

　そのまま、ゆっくり抱き寄せられ体が密着していった。

「ん……、ぁ、ちか……ぃ、です」

　鼻腔一杯に感じるこの香りは何だろう。嗅げば嗅ぐほど、鼻と脳が「もっと」とせがむ。

「あなたに主神ラキアとその妻シィラの加護がありますように」

　囁いたあと、カイ司祭は祝福のキスを額に残していった。

　顔を真っ赤にしてボーッとしているリリアーナをまた撫で、彼は「どうでしたか？」と優しく問うてくる。

「え……あの、よ、良かったです」

　思わず素直な感想が漏れる。直後、「良かった」と言ってしまった自分のふしだらさが恥ずかしくなり、どこかに隠れたくなった。

「いま私は、あなたを抱き締めてドキドキしました。小さくて柔らかくて、いい香りがして、ほんの少し力を込めれば壊れてしまいそうだと、怯える気持ちもありました」

　カイ司祭が己の心情を明かし、いまの行為が〝男性を知るための練習〟と気付いた。

「は、はい。私もとてもドキドキしました」

　まじめに学ぼうと背筋を伸ばすと、カイ司祭がクスッと笑う。

「ですが私は司祭様と逆で、このまま大きな体に包まれて、自分がどこか遠くに攫われてしまいそうな気がしました」

　リリアーナが自分の気持ちを素直に伝えると、カイ司祭は目を細めた。

「男性と女性では、感じ方が異なりますからね。というより、本人が『どうしたいか、どうされたいか』と望む方向に沿っているのかもしれません」

「私は……、押し流されたかったのでしょうか？」

　興奮はまだ残っていたが、リリアーナはまじめに男性というものについて学ぼうとしている。

「どうでしょうね？　女性でも主体的な方はいらっしゃるようですし。ですが基本的に男というものは、大型犬だと思えばいいのです」

「大型犬？」

　きょと、と目を瞬かせれば、カイ司祭は悪戯っぽくウインクしてみせる。

「好きな女性には忠犬のようであり、愛情をまっすぐ注ぐことを躊躇わない。他に手を出そうとする不埒者が現れたら、歯を剥いて威嚇する。――あなたもそんな大型犬を飼っているのですよね？」

　ふと男性の話からリリアーナが飼っている〝犬〟の話になり、彼女はハッとした。

「シャルル……といいます。可愛らしい名前なのですが、それに反して黒くて大きくて、最高の番犬です」

　――この人は。

　ドキッと心臓が別の意味合いで鳴る。

（じいやが言っていた、間者なのかしら？）

　そう思い始めると、すべてに符号が合う気がした。

　以前まで勤めていた司祭に代わり、リリアーナが入るのに合わせたかのように修道院勤めとなったカイ司祭。

　司祭というにはとても端正な顔をしていて、ローブの下にある体もがっしりと筋肉質に思える。極めつきは、掌にあった剣だこ。

　じっとカイ司祭を見つめていると、彼は意味深――にも思える笑みを浮かべ、立ち上がった。

「今日はこの辺りにしましょう。時間はたっぷりあります。あなたがいつまでこの修道院にいるか存じ上げませんが、その間、ゆっくり私という〝男〟に慣れていきましょう。そのあと、ここを出てくだんの求婚者と相対してもいいと思うのです」

「そうですね。お父様がそのように望まれるのなら、私も王命に従いたいと思います」

　リリアーナも立ち上がり、目の前に広がる水平線を見やる。

　日はもう完全に落ちかけていて、熟れすぎた果実のような色をして形を融かしていた。空は黄色やオレンジ、金色と息を呑む美しさで、薄紫色の雲がたなびいている。

（お父様はカイ司祭を通して、私に『男性を受け入れる準備をしなさい』と仰っているのだわ。彼はきっと無体なことをしないはずだから、私もカイ司祭を信じて男性に慣れていかなくては。そして、皇帝陛下と――）

　カイと触れ合う日々を思うと心が躍ったが、その果てにある目的の皇帝まで思考がいくと、ふつり、と想像が途切れてしまった。

　顔も知らない美丈夫――らしい皇帝。

　その人のために努力をして、いざ会って好きになれるのだろうか。

　彼が噂通りの人ではないとしても、政略結婚だと思うと形からしっかり入らなければと思ってしまうのだろう。

（いまカイ司祭に感じたような、切ないときめきはきっと味わえないのだわ）

　隣に立つカイ司祭を見上げると、金髪を風に靡かせ彼も海の彼方を見ていた。

　オレンジ色の光を受ける精悍な顔を見て心を奪われかけ、「いけない」と自分を律する。それでも、リリアーナは美しく優しい司祭に見とれていた。

「行きましょう。そろそろ夕方の礼拝の鐘が鳴ります。私も準備をしなければ」

「はい」

　並んで歩きだすと、またフワッとカイ司祭の匂いがした。

「司祭様、とても良い香りがしますね。他の方々の間でも、『司祭様はいい匂い』と噂になっています」

「そうですか？　特に香り物をつけていたりしないのですが……。ああ、沐浴をする時に、神の雫として月桂樹の香油を数滴垂らしているからかもしれません」

「月桂樹……ですか」

「はい。加えて月下香げっかこうやフリージア、林檎など、二神が描かれた聖典に登場する物が使われた香油です。教会の本部で流通しており、聖職者はみなこの香りがすると思いますよ」

「そうなのですね。……でも、本当にいい香り。涼しげで、ほんの少し甘くて……。胸の奥が疼くような感じがします」

　くん……とまたカイ司祭の体臭を楽しむリリアーナを見て、彼は苦笑した。

「私からすれば、リリアーナ様のほうが甘酸っぱくてとても良い匂いがすると思うのですけれどね？」

「まぁ、初めて言われました」

「匂いなど、大体人に言われて初めて気付くようなものですよ」

　そのように、初めて言葉を交わしたにしては、リリアーナはすっかり司祭と打ち解けていた。

　もちろん屋内に戻れば司祭はまた多くの女性に求められるのだが、こうやって彼の時間を分けてもらえただけで特別な気持ちがする。

「また明日、どこかで会ったら声をかけてください」

　別れ際そう囁き、カイ司祭はローブやマントの布音をさせて大聖堂へ行ってしまった。

「また明日……」

　天井の高い玄関ホールに一人立つリリアーナは、ぽつんと呟いて微笑んだ。

　こうやって男性と〝明日の約束〟をして別れるなど、人生で初めてだったのだ。

「……修道院の毎日が楽しくなりそう」

　呟き、手に胸を当てカイ司祭が立ち去った方向に、丁寧にお辞儀をした。

「あなたとの出会いに、心より感謝致します」

　――たとえそれが、父が皇帝と結婚するために遣わされた存在でも。

　口にできない思いを胸の奥にしまい、リリアーナは気持ちを切り替え部屋に戻ることにした。

















第四章　淫らなレッスン












　その晩、リリアーナはまんじりともせず朝を迎えた。

　眠ろうとすればするほど、耳元にカイ司祭の低い声が蘇る。彼の吐息や香り、息づかい。抱き寄せられた時の力強い腕や、額に押し当てられた柔らかな唇。

　すべてが初体験で、リリアーナの初心な心を惑わせる。

　それでも時間になると再び白いローブを纏って朝の礼拝に向かい、遠くからカイ司祭の姿を見て胸を高鳴らせた。

　朗々とした声が祈りの言葉を唱え、大聖堂に反響してより心地いい響きとなる。

　陶然としてカイ司祭の祈りを聞いていたのだが、周りの姫や令嬢たちも似たような顔をしているので、どこか落ち着かない。

　朝食を終え奉仕の時間が始まるまでの休憩時間も、カイ司祭が女性に囲まれているのを見て心の奥がモヤモヤした。










「……私、思っている以上に狭量な人間なのかもしれないわ」

「どうして？　リリアーナは誰より優しくて高潔で、本当に聖女のような存在じゃない」

　作業部屋の隅にあるソファセットで、リリアーナはキリエと話ながら針を進める。

「そんなんじゃないの。……だってとても……、モヤモヤしてしまって」

　少しの間リリアーナが言うことに首を傾げていたキリエだが、昨日の夕方誰と会ったかを思い出し得心顔になった。

「それは独占欲で嫉妬よ」

　思わず大きな声になりそうなのを必死に堪えたので、キリエの声は変に掠れている。

「そんな……。そんなんじゃないわ」

　リリアーナも思わず大きな声になりかけたが、必死に声量を抑えた。

「大丈夫、私が二人を取り持ってあげるわ」

「そんなことをしなくてもいいの。だって彼は……」

　――間者かもしれないから。

　という言葉を呑み込み、リリアーナは沈黙する。

　幾ら気を許した仲でも、国が絡む問題を軽々しく打ち明けてはならない。

「任せておいて。大事なリリアーナのために、頑張っちゃうから」

「だから……」

　そう決めたあとのキリエはご機嫌で、リリアーナが何を言っても聞き届けてくれない。半ば諦め、リリアーナは刺繍を一つ仕上げた。










　しかし、事態はもっと厄介になった。

　昼食が終わったあと、キリエがカイ司祭のもとに突撃したのだ。

　持ち前の明るい性格だからかすぐ笑い声が聞こえてきて、リリアーナは何を話しているのか気になって仕方がない。

　食堂の席に座ったまま、チラチラと司祭のほうを見るのだが、キリエはカイ司祭と楽しげに話をしてリリアーナの視線に気付いてくれない。

　おまけに顔を寄せてカイ司祭に耳打ちしているシーンがあり、その時ばかりは胸の奥にブワッと真っ黒な霧が発生した。

　相手が普段交流していない女性なら、リリアーナも「司祭を慕っている大勢」として見られた。だがキリエはリリアーナの親友で、彼女の気持ちを知っている……はずなのだ。

　それがどうして、恋人同士のように顔を寄せ合って会話をするのか理解に苦しむ。

「あら、リリアーナ様。もうお部屋に戻られるの？」

　堪えられなくなって立ち上がると、近くの席に座っていた令嬢が何気なく聞いてくる。

「ええ。少し気分が悪くて。キリエ様が戻られたら『先に戻りました』とお伝え願えますか？」

「宜しくてよ」

　そんな会話をしてから、リリアーナは足早に食堂を立ち去ってゆく。

　食堂の扉を静かに開いて後ろを振り向くと、今度はカイ司祭がキリエに何事か耳打ちをしていた。

「…………っ」

　顔がくしゃりと歪みそうになり、こみ上げる涙もグッと堪えてリリアーナは食堂を出る。

　そのあと、修道院内を走るのは禁じられているが、人がいないのをいいことに部屋まで走って戻った。

「うう……っ」

　バタンッと乱暴にドアを閉め、そのままズルズルとへたり込む。

　頬に次から次へと涙が伝い、顎から雫が落ちてゆく。喉の奥が熱く震え、気がつけば激しくしゃくり上げていた。

「ど……っ、してっ」

　――昨日あんなに優しくしてくれたのに。

　――キリエは味方をしてくれると言ったのに。

　――その二人がくっつくの？

　――司祭様は、私に『男性』を教えてくれる人なのに。

　胸の奥でグツグツとマグマが煮え立っているようだ。泣きすぎて噎せ、背中を丸めて何度も咳き込む。

　いままで恋をしたことのなかったリリアーナは、外の世界で初めて恋を知った。

　同時に裏切りや嫉妬、憎しみ、怒りなど、知らなくて良かった感情まで生々しく味わう。

「こんな気持ち……っ、知りたくなかった……っ」

　――昨日の夕暮れの甘酸っぱい気持ちだけで良かったのに。

　――こんな苦しみ、誰が好きこのんで望むだろう。










　結局、午後の奉仕はサボってしまった。

　奉仕が始まる前にキリエが部屋まで迎えに来たのだが、「体調が悪い」と言って追い返してしまったのだ。

　しかし昼過ぎから数時間、ずっと何もない部屋で呆けているのもすぐに飽きる。

　部屋から出たリリアーナは、足の向くままに修道院を探索することにした。

　もともと奉仕活動も強制ではない。

　やれば姫や令嬢という面子が保てるし、身分ある婦人として当然の行為だ。しかしやらなくても誰にも咎められない。リリアーナは体調が悪いと言って休んだので、誰にも責められないだろう。

　泣きすぎて少し疲れたが、気持ちを切り替えるため静謐な石造りの修道院を歩き回る。

　普段寝起きしている南の生活棟はここ数週間で道順を覚えたが、使われていない部屋がある棟は未開の地だ。

　静まりかえった北棟に、リリアーナのブーツの靴底がコツコツと反響する。

　興味を持って近くにあるドアを開けば、中は白い布をかけられた家具が沈黙していた。鍵がかかっている場所もあり、きっとその鍵はテレーゼが管理しているのだろう。

　南棟から連絡通路を渡って北棟に来て、東から西の端まで歩ききった。

「……綺麗」

　北棟の西端にはバルコニーがあり、そこからセント・フィリア海が一望できる。

　太陽は中天より西に傾いていて、午前中よりも空の色はまろやかだ。これから空は黄みを帯び、また凄絶なまでに美しい夕焼けを見せるのだろう。

　海を眺めたままバルコニーに座り込み、背中を壁に預ける。

「……こんな気持ちで、お嫁に行けるのかしら」

　自覚したことがないが、きっとこれが初恋なのだろう。

　気がつけばカイ司祭の姿を探しているし、かしましい女性たちの声の中から彼の低音を拾おうと耳がそばだっている。

　女性たちの白いローブの中から、カイ司祭の紫の聖襟せいきんを見つけようとする。

　夜は眠れないし、何度も唇に指を当てては彼とのキスを夢想した。

　――完全に恋だ。

「……ばか」

　カイ司祭を想えば想うほど、また胸が苦しくなり涙がこみ上げる。

　生まれて初めて他人に「ばか」と言い、リリアーナはまた静かに泣き始めた。
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「こんな所で寝ていては、風邪を引きますよ。ああ、頬が冷たい」

　ふと耳元で男の声がし、冷え切った頬に温かなものが押しつけられた。

「ふぇ……」

　膝を抱えて寝ていたらしく、間抜けな声を出して顔を上げれば、隣にカイ司祭が座っている。

「あっ！　……の!?」

　驚いて後ずさろうとするが、その前に手を掴まれ逃げられない。

「……あの。離してください。お忙しいのでしょう？」

　嫉妬からか、普段のリリアーナなら言わない可愛くない言葉が漏れた。

　目はまともにカイ司祭を見られず、茜色に染まった海をじっと見下ろしている。

「体調が悪いと聞いて心配してみれば……。こんな所にいては、悪化するでしょう」

　少しだけ怒ったような口調に、リリアーナの心の奥底がじんわりと温まる。

　カイ司祭に心配してもらい、歪んだ喜びを得たのだ。

「別に私が体調を崩しても、誰も心配しません」

　膝を抱えたままぷい、と反対を向き、まるで子供だ。

　けれど心の底では、カイ司祭が無償の愛で包み込んでくれるのを期待している。なんて浅ましい、と内心リリアーナは自分を嗤っていた。

　だが直後、「はぁ……」とカイ司祭が溜め息をつくのが聞こえ、自分の選択が失敗したのかと怯える。

　バサリとマントを払う大きな布音が聞こえ、そのまま彼が立ち去ってしまうのかと、想わず顔を上げた。

　だが――、

「あ……」

　あの心地いい香りに包まれ、温もりが訪れたかと思うと、リリアーナはカイ司祭のマントの中にすっぽり収まっていた。

「やっと顔を上げましたね？　気まぐれに囀るカナリアのようだ」

　すぐ目の前に秀麗な顔があり、思わず顎を引く。

　だが彼は体を密着させ、さらにリリアーナの肩を抱き自分に寄りかからせる。

「悩み事があるなら、言ってごらんなさい。私とて神父です。聞くだけでも幾分ラクになると思いますよ？」

　ちゅ、と頭にキスを落とされれば、もう虚勢を張っていられなくなった。

「そ……っ、それならっ。……ちゃんと唇にキスをください。してくださったら、お話します」

　金色の大きな目に涙を浮かべ、気がつけばリリアーナは大胆なことを口にしていた。

　自分が皇帝に求婚されているなどどうでもいい。

　いまはただ、この美しく優しい司祭の愛を一身に浴びたかった。

「……あなたは……」

　カイ司祭の青い目が揺れ、何か考えるように数秒沈黙する。そして眼鏡を外したかと思うと、彼の指がリリアーナの頤にかかり顔を上向けさせた。

「……ん」

　ちゅ、と柔らかく唇が重なる。

　驚いてカイ司祭を見つめれば、昼間のセント・フィリア海より青い目が微笑わらっている。

「キスをするなら、ちゃんと目を閉じなさい」

「は……はい」

　恐る恐る目蓋を閉じると、スルリと顔の輪郭を撫でられた。

　途端に胸の奥から、突き抜けるような歓喜が訪れる。

　――ああ、私はいま彼を独り占めしている。

　とろりとした優越感が胸を支配し、もっと甘やかしてほしい、求めてほしいと心の中でリリアーナは尻尾を振った。

　まさにいまの自分は犬のようだ。

　飼い主に構われないといじけて拗ね、彼が自分だけを見てくれるとちぎれんばかりに尻尾を振る。

　飼い主――カイ司祭は少しの間リリアーナの頭を撫でたあと、また優しいキスをくれた。

「……ふ、……ん」

　ちゅ、ちゅ、と何度か軽いキスをされたあと、温かくぬめらかな舌が唇のあわいを舐めていく。

「んっ」

　その感触に驚いて目を開くと、青い瞳に情熱を秘めた彼がまた「しぃ」と窘める。

　――これからどんなキスをされるのだろう。

　期待を胸に睫毛をおろすと、彼の舌がリリアーナの唇をこじ開け口腔に侵入してきた。唇の内側を舐め、上、下唇をちゅ、ちゅと啄まれる。

「ふぁ……、ん……ん」

　知らずと喉元からゴクッと音がし、リリアーナはドキドキしながら自ら舌を伸ばす。

　ちょんと出会った舌先は、すぐヌルヌルと擦れ合ってリリアーナに快楽を教えてくる。「吸ってごらん」と言わんばかりに差し込まれた舌を吸えば、頭に置かれた手がいい子いい子と撫でてくる。

　ちゅく……ちゅくといやらしい水音をたて、リリアーナはキスに夢中になっていた。

　その間、自分のお腹の奥が疼いて何かを滴らせる感触も覚え、「これはなにかしら？」と腰を揺らす。

　気がつけばリリアーナはバルコニーの壁に体を縫い止められ、唇を貪られていた。

　膝の間にカイ司祭の体が入り、彼がいなければ下着を晒しているというはしたない姿だ。

　外で淫行にふけるなど、考えたこともなかった。

　だがこのバルコニーは修道院の端にあり、誰にも見られない。あるのは茫漠ぼうばくと広い海と空だけだ。

「あ……、ふぁ……ぁ」

　グルリと舌の根を掻き回され、リリアーナは二人分の欲を飲み込んだ。しかし口端から零れてしまった雫があり、それをカイ司祭が舐める。

　いけないことと思い込んできた口づけが、こんなにも気持ちのいいことだと知らなかった。

　男性に抱き締められることも禁じられていたリリアーナは、布地越しの男の体に興奮している。男性だというのに体臭が芳しく、許されるのなら縋っていつまでも嗅いでいたい。

　声だって耳心地がよく、何か淫猥なことでも囁かれたらそれだけで気絶してしまうのではと思った。

　蕩けた心地でいると、カイ司祭の手がリリアーナの体をまさぐりだす。

「え……っ？」

　キスだけで精一杯のリリアーナは、〝これ以上の何か〟があるのかと思わず声を上げた。

「声が出てしまうかもしれませんが、できるだけ我慢をして」

　耳元でカイ司祭が指示し、リリアーナは彼の命令なら何でも聞けると思い頷く。

　直後彼の舌が耳朶を舐め、しゃぶりだす。

「っひぁ……っ」

　温かく濡れた吐息が耳に直接かかり、獣の息づかいのようなそれに、より下肢が疼いた。

　彼の手はリリアーナの豊かな胸にかかり、ローブ越しにやわやわと揉んでくる。

「や……っ、む、胸……っ。揉んだら……っ」

「駄目ですか？　あなたの〝お相手〟ともいずれこういうことをするのですよ？　慣れる練習をするのでしょう？」

「…………っ」

　愛情の行為をされていると思いきや、皇帝のことを言われて胸がズグンと痛んだ。

「いじわる……っ」

「意地悪もしますよ。さんざん探させた罰です」

　カリ、と耳が甘噛みされ、その痛みすら愛しい。きゅうと尖った胸の突起を、カイ司祭は爪で何度も引っ掻いた。

　そのたびにジンジンとした愉悦がリリアーナを襲い、堪らず腰が揺れてしまう。まるで月のものが訪れたように、リリアーナの内部からポトリポトリと何かが滴っていた。

「ねぇ、リリアーナ。私を心配させて楽しかったですか？　具合が悪いのだとキリエ様から伺って、気になって部屋まで行けばもぬけの殻。共有スペースにおらず、どれだけ駆け回ったか」

　リリアーナの耳を舐め、噛み、時に耳孔に舌を入れ、カイ司祭が彼女を苛む。ねちねちと責められると、この上ない悦びが心と体を駆け抜けた。

「だって……っ、ぁ、だって……っ」

　聖王女らしからぬぐずついた言葉を口にし、リリアーナは体をよじらせる。

「だって？　言い訳があるのなら、言ってごらんなさい」

　カイ司祭の手がスルリとスカートの中に入り、リリアーナの太腿をなぞり上げた。

「や……っ、し、下は……っ」

　リリアーナは房事についてほぼ教育を受けていないが、「そこはいけない」と本能的に悟る。とっさにカイ司祭の手首を、スカート越しに掴んだ。

「私が納得する言い訳ができるなら、やめて差し上げますよ？」

　だが男の力に敵うはずがない。

　奥へ進んだ手は、ドロワーズの薄布越しに泥濘んだ場所に触れ、ぐりぐりと蜜の根源を揉んだ。

「んぁっ、あぁっ」

　訳が分からず状況に流されていたリリアーナは、自分の体が渇望していた刺激の正体を知った。

　カイ司祭に乳首や下肢に触れられると、得も言われぬ気持ち良さが味わえるのだ。

「もうびしょ濡れですね？　ここが気持ちいいのですか？」

　布越しに指がスリットを往復し、その後ぷつんと勃ち上がっている突起を転がしだした。

「いやぁっ、……あっ、そこっ……ぁっ」

「痛いですか？」

　耳元で尋ねる低い声に、リリアーナは言葉もなくブンブンと首を振る。

　気持ち良すぎて恐ろしいぐらいだ。

「痛い」と言えば、カイ司祭がこの行為を途中でやめてしまうだろうことはすぐに分かる。だからわななく唇から涎を垂らし、ただ掠れた嬌声を漏らすしかできない。

「あなたは聖なる乙女なのでしょう？　それなのにこんなにジュルジュルと下の口から涎を垂らして、実にはしたない。ここだってこんなに大きく勃起して。卑猥ですね？　聖王女殿下」

「あ……っ、ぁ、あぁ……っ」

　コリコリと肉芽を刺激され、耳元でいやらしく責められる。

　リリアーナの中に眠っていた被虐心がむくりと頭をもたげ、嬉しそうに震え始めた。

「このヌルヌルしたお汁は、あなたが女として感じた証拠なのですよ。聖職者である私の手で未開の場所を弄られ、悦んでいる印です」

「ん……っ、んむっ、ふ、……っふーっ」

「酷いことを言わないで」と泣き言を口にしそうになると、カイ司祭がまた深いキスをしてきた。

　ぬちゅくちゅとすぐに口元で淫らな音がする。リリアーナは貪欲に気持ち良さを求め、自ら舌を蠢うごめかせた。

　胸は絶えずカリカリと先端を引っ掻かれ、いっそのことローブを脱いで直接触れてほしいとすら思う。

　唇を塞がれ、上と下の突起を弄り回される。引っ掻き、捏ね、弾かれて。体の奥から名状しがたい掻痒感そうようかんがこみ上げ、リリアーナは腰を震わせカイ司祭の腕に手をかけた。

「達きそうなのですか？」

　唇を離したカイ司祭が、濡れたそれをペロリと舐めて妖艶に問う。

「い……っ、く……？」

　彼の言うことが分からず、リリアーナは潤んだ目で質問をした。

「大きな波がこみ上げて、我を失いそうになる感じです」

「ん……っ、んっ、いき……っ、そうっ」

　両手はブルブルと震え、カイ司祭の腕を押しやりたいのか、引き寄せたいのかすら分からない。

　ただ未知の感覚を目前に、リリアーナは彼の言葉だけが頼りと言わんばかりに、ガクガクと壊れた玩具のように頷いていた。

「では私に身を任せなさい。そのまま気をやっても何も怖くありませんから」

　耳朶を低い声がくすぐり、カイ司祭はそのままリリアーナの乳首と肉芽を弄び続けた。

「んぁ……っ、あ、あくっ……ぅ、あ、……ン、ぁ、……く、……き、ますっ」

　体の中に溜まりに溜まった淫悦が、爆発して体から飛び出そうだ。

　だらしなく涎を垂らし舌を見せた口で、リリアーナは絶頂の予感を告げる。

　するとカイ司祭が耳孔をぐちゅりと舐め、濡れ孔に低く命じた。

「なら、達け。私の手で淫らに極めてみせろ」

「――――っひ、……ぁっ、あ――――む、ぅううぅっ」

　いつも丁寧な口調のカイ司祭に鷹揚に命令され、リリアーナの中にいる犬が悦んだ。

　雌の淫獣が仕留められた断末魔は、男の唇によって封じられる。

　脚を目一杯拡げた格好で腰を弓なりに反らし、リリアーナは人生初の絶頂を極めた。

「ん……っ、んぅ、んーっ、……ん、……ぅ」

　意識がぐるんと反転しそうになった瞬間、リリアーナは男の舌に強くしゃぶりつく。

　絶頂の余韻を味わっている時も彼女はカイ司祭の舌を求め、彼の舌をちゅうちゅうと幼子のように吸っていた。

「……は」

　ちゅる……と唾液の糸を引いてカイ司祭が顔を離し、情欲の灯った目でリリアーナを見下ろす。

　真っ赤な顔をしたリリアーナは、ぐったりと弛緩していた。

　修道女のローブを着たままだというのに、カイ司祭の目にはこの上ない痴態に映る。

　司祭の法衣の下でいきり立ったものを無視し、しばらくカイ司祭はリリアーナに優しい口づけを落としていた。
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　気がつくと、リリアーナは自分の部屋に寝かされていた。

　起き上がればローブを着たままで、机の上には食事が載せられたトレーがある。その横に、キリエが書いたメモがあった。

『カイ司祭が具合が悪くて倒れていたリリアーナを見つけて、介抱してくださったみたい。具合が悪いのなら、部屋で寝ていなかったら駄目じゃない。明日お説教をするからね。今日はゆっくりおやすみなさい。キリエ』

　メモを読み、リリアーナは溜め息をつく。

　そもそもの発端は、キリエに嫉妬してしまったことなのだ。

　キリエの気持ちは、果たしてどこにあるのだろう？

　リリアーナを応援するそぶりを見せていたが、もしも彼女が例に漏れずカイ司祭を好意的に思っているのなら、関係が気まずくならないだろうか？

　少なくとも、リリアーナは好きな人が同じだというのに、友人を応援する器用な真似はできない気がする。

　おまけに――。

「私は……、彼の唇と手を知ってしまったもの」

　呟いて自分の胸に手を這わせたが、もちろんカイ司祭が与えてくれた快楽は拾えない。

「明日もまた、夕暮れにお会いできるかしら」

　あの陶酔の時間を思い出すだけで、下肢が潤んでしまう。

　自分はもう、何も知らなかった無垢の聖王女ではないのだ。

『男』が『女』に、閨でどのようなことをするかという、その一歩を知ってしまった。

「……気持ち良かった……」

　改めて言葉にすると、とても恥ずかしい。

　だが自分がカイ司祭の〝特別〟なのだと思うと、嬉しくて小躍りしてしまいそうだ。

「……好き。……司祭様。大好き……」

　窓の外に浮かんでいる月を見上げ、彼を想った。

　彼も別の部屋から同じ月を見上げていればいいのに。

　そう願うと同時に、自分が心から向き合わないといけない皇帝を思い、溜め息が出る。

「……カイ司祭様と結婚したい。彼が結婚相手なら良かったのに」

　いずれ自分と彼は別れる運命なのだと思うと、胸が引き裂かれるように痛んだ。
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　翌朝、キリエにお説教をされた。

　リリアーナが倒れていたという嘘を信じたキリエは、抱きついて涙ぐんですらいる。

　そこまで親身になってくれる彼女に対し、自分はなんて汚い感情を持ってしまったのだろうと、リリアーナは自己嫌悪に陥った。

　カイ司祭は相変わらず女性に人気で、やはり彼が女性に囲まれている姿を見ると胸がモヤモヤする。

　彼の視線も気持ちも、触れる指も、何もかも独り占めしたい。

　そう思っている矢先、リリアーナの視界に映ったのはキリエだった。

　彼女は周りの女性たちに何かを言い、カイ司祭と共にどこかへ行ってしまった。大勢の強い視線を浴びながら、堂々と二人で。

「……どうして」

　カイ司祭はリリアーナの〝特別〟ではなかったのか。

　キリエは自分の親友ではないのか。

　グルグルと出口のない迷路に嵌まったリリアーナは、暗鬱たる気持ちで一日を過ごした。

　もちろん、キリエが話しかけてきても、上の空で返事をするしかできない。

　心の中では、キリエも自分と同じようにカイ司祭から〝特別なこと〟をされているのでは？　という疑惑が浮かび、胸が苦しくて堪らない。

「恋なんて、したくなかった……」

　昨日と同じバルコニーに座り込み、リリアーナはグスッと洟を啜った。

　キリエを避けるような真似は、本当ならしたくないし、仲良くしたい。それよりもカイ司祭を独り占めしたいという気持ちのほうが、どうしても強かった。

　こうしてわざとカイ司祭を心配させる場所にいるのも、彼の気を引きたいからだ。

「……なんて浅ましくて醜いの」

　聖王女だのなんだのもてはやされても、やっていることは子供と一緒だ。

　いや、子供のほうが素直に自分の欲を口にできるだけ、よっぽどマシだ。

「……片思いでこんな状態になるなら、皇帝陛下の妃になったら絶対に身が持たないわ」

　呟いた時、リリアーナの耳が靴音を拾った。

　ゆったりと落ち着いた足音は、迷わずまっすぐこちらに来る。

「来てくれた……？」

　やにわに胸が高鳴り、リリアーナは慌てて髪を整える。

　第一声に何と言えばいいのだろう？　と考えているうちに、石の床にカイ司祭のシルエットが落ちた。

「かくれんぼがお好きですね？」

「……鬼が見つけてくださるから、信じて隠れています」

　皮肉を言われて唇を尖らせれば、カイ司祭はクック……と笑いを噛み殺す。

「そんな可愛らしいことを言われると、怒れなくなるじゃないですか」

「……私、可愛くありませんもの」

　嬉しいのに、どうしてもカイ司祭に絡んでしまう。

　だが彼もリリアーナの気持ちが分かっているのか、やんわりと包み込むような対応をしてきた。

　バルコニーの壁に手を突き、長身の彼が体を折り曲げるようにしてリリアーナを覗き込む。

「リリアーナ様。どんな立場の人であれ、本当に望むものがある時は、自分できっぱりと意思表示をしなければいけませんよ」

「え……っ」

　彼の言うことの範囲が広すぎて、リリアーナは自分の境遇のあらゆるシーンに当てはめ戸惑う。

　修道院でカイ司祭を独り占めしたいという意味なのか。本当はカイ司祭と結婚したいという気持ちか。それとも、皇帝と結婚せず自分の望む道を歩みたいと家族たちに言うべきと言っているのか。

　彼が何を言いたいのか分からない。

　だがその言葉は真理だった。

「……ですが、世の中は私が望んだからといってすべて叶うほど、易しい世界ではありません。ことさら人の心が関わるとなると、相手の気持ちもありますから」

　カイ司祭が自分に好意を向けてくれているのは分かる。

　しかし大人の男性の戯れかもしれない。修道院にいる騙されやすい純粋なリリアーナを、少しつまみ食いしてやろうという悪戯である可能性も高い。

　皇帝のことだって、何が原因でリリアーナを望んだか分からない。だがこちらがどれだけ理由を並べて断っても、先方が諦めなければこの問題は片付かない。

「その通りですね。リリアーナ様の仰ることは正しいです。ですが相手と直接顔を合わせて、目と目で見つめ合い、心を込めて自分の気持ちを伝えたら？　相手だって気持ちが変わるかもしれません」

　カイ司祭がしゃがみ込み、リリアーナの顎を捉えて自分を向かせた。

　リリアーナの金色の瞳と、カイ司祭の鮮やかなブルーアイが交じり合い、その奥で互いの想いが交差する。

「リリアーナ様。たとえばここで私が『あなたがほしい』と言ったら、あなたは受け入れてくれますか？」

「え……？」

　思わぬ言葉を聞き、リリアーナは瞠目する。

　願って堪らない言葉が、カイ司祭の口から放たれたのだ。

　嬉しいと思う前に、まず困惑した。

「それは……。冗談ですか？」

「私はあいにく冗談が上手ではない人間でして」

　皮肉げに微笑んだカイ司祭は、リリアーナの銀髪をゆるゆると撫でる。

「私はあなたを可愛らしいと心の底から思っていますよ。この大陸に一人しかいない聖王女殿下ですし、見目も麗しい。妖精のように儚く、その心は純粋な少女のそれだ。私の言葉や目線一つで一喜一憂し、……親友であるはずのキリエ様にも嫉妬してしまう、実に可愛らしいひとだ」

「…………っ」

　キリエに嫉妬していたことを見抜かれ、リリアーナは赤面して顔を背けようとした。だが顎をしっかりと掴まれ、カイ司祭から目を離せない。

「世間から隔絶された聖女かと思いきや、その中身は等身大の十代の女性だ。慈悲深く淑女の手本のようでありながら、傷付きやすく嫉妬深く、……快楽に溺れやすい」

　最後の一言と共につぅっと耳をまるくなぞられ、リリアーナはゾクゾクと腰を震わせた。

「し……司祭様だって。人畜無害そうなお顔をして、女性に大人気ではありませんか。笑顔を振りまいて、……わ、私の気持ちを乱して……っ」

　すでに涙目になったリリアーナは、懸命にカイ司祭を睨みつけるが如何せん迫力がない。

「私の気持ちを疑っているのですか？」

　心外だと言わんばかりの顔をするカイ司祭に、リリアーナは上目遣いにむくれてみせる。

「……キ、キリエ様とも、私と同じことをされているのでは？」

　精一杯の抵抗に、カイ司祭は天を仰ぎ口元で何事か呟いた。

「……あなたにはお仕置きが必要なようですね」

　床に座り込んでいたリリアーナを抱き上げ、カイ司祭はすぐ近くの部屋の前に立つ。

「リリアーナ、ドアを開けて」

「は……はい」

　言われてドアノブに手をかけると、彼女を抱えたままカイ司祭が室内に入ってゆく。

　使われていない部屋は、やはり家具に白い布がかけられてある。

「少し換気をしたほうがいいようですね」

　リリアーナを立たせ、カイ司祭は窓を開け放った。

　途端にフワッと潮風が室内に入り込み、二人の髪をそよがせてゆく。

「さて、リリアーナ。今日はお仕置きですから、あなたに恥ずかしいことをさせますよ」

「え……っ。き、昨日だって恥ずかしかったです」

「昨日よりももっと。です。……ドロワーズを脱いでください」

「…………」

　下着を脱げという命令がくだり、リリアーナはうろたえた。

　カイ司祭ともっと親密になりたいという願いはあれど、嫁入り前の王女が人前で下着を脱ぐなど問題外だ。

　戸惑って棒立ちになっていると、カイ司祭はそっけない声を出す。

「嫌なら、今日はもうここから立ち去ります。明日からもう来ません」

「っそんな……！」

　縋るような声を上げたリリアーナは、ぐっと唇を引き結びカイ司祭に背中を向けた。白いローブの裾を捲り上げ、ドロワーズの紐をゆっくり引っ張る。

　腰で巻かれていた紐は簡単にほどけ、支えるものを失った白い下着はパサリ……と床の上に落ちた。

「……ぬ、脱ぎました」

「ではこちらを向いて、シュミーズごとローブを上げてみせてください」

「そ、……そんな……」

「ちゃんと脱いだか、確認するためです」

　先ほどから顔が熱く、トマトか林檎のように真っ赤になっているのでは、とリリアーナは思った。

　恥ずかしくて堪らない。

　でもこれをしなければ、カイ司祭は帰ってしまう。

　一人で取り残されるのだけは、絶対に嫌だ。

　一分一秒でもカイ司祭を独り占めして、彼の寵愛を乞いたい。

　数秒で決意したリリアーナは、震える手でローブを摘まみゆっくりとたくし上げてゆく。

　すんなりとした白い脛が見え、膝小僧が姿を現した。

　悠然と立ったままのカイ司祭を挑むように見つめ、リリアーナは唇にく、と力を入れる。

　やがて太腿が見えて、その付け根にある銀色の茂みと、ぷくりとした白い丘がカイ司祭の目に入った。

「……美しい。下の毛も銀色なのですね。月の女神のようだ」

「や……。やぁ……」

「いいでしょう。最初の命令はちゃんと聞けましたね。いい子にはご褒美を差し上げます」

「あ……」

　安堵してローブから手を離すと、フワッと布地が膨らむ。しかしそれが元のスカートの形を取り戻す前に、カイ司祭がコツコツとリリアーナに近付き、壁に押しつけてキスをしてきた。

「ん……っ、む」

　キスが好きなリリアーナは、喜んで柔らかな唇を迎え入れる。

　すぐにちゅ、ちゅ、と互いに啄み合う音が聞こえ、舌が絡まり息継ぎをする呼吸音もする。

　だが昨日と違ったのは、カイ司祭の手がリリアーナの襟元にきて、斜めについたボタンを外してきたことだ。

「ん……、ぁむ……んぅ」

　焦ってカイ司祭の腕をトントンと叩いても、彼は手を止めない。数個あったボタンはすべて外され、その隙間から白いシュミーズが顔を覗かせた。

　男の両手がリリアーナの肩に触れ、左右に撫で下ろすようにしてローブを脱がせる。

「んんーっ、ん、ぅ、……む」

　ぶるんっと勢いに任せて大ぶりな胸が零れ出た。

　年齢の割に大きな胸がコンプレックスであるリリアーナは、とっさに両手で自分の胸を覆い隠す。

　しかしカイ司祭がそれを許すはずがなかった。

「リリアーナ、体の後ろで手を組みなさい」

「で……でも」

「でも？　なんです？　理由があるのなら、私が納得できる理由をどうぞ」

　ごねてみせても、カイ司祭は毅然とした態度を崩さない。

　自分が恥部だと思っている場所を晒すのは忍びなく、リリアーナは泣く寸前で訴えた。

「む……胸が、変に大きくて嫌いなのです。ちょっと激しく動くと揺れて誰かが見ますし、階段を下りる時も下が見えなくて怖いのです。さ、先っぽにほくろがあって恥ずかしいし……」

「よく言えましたね。ですがそれはすべて私が愛でるべき理由であり、隠す理由にはなりません。さあ、手を後ろに」

「う……うぅ」

　尚も頑張っていると、今度は宥め好かされる。

「リリアーナ。私の言うことを聞けるいい子なら、たっぷり可愛がって差し上げますよ。私の愛がほしいですか？　いりませんか？」

　――ずるい。

　顔をくしゃりと歪め、リリアーナは震える手を胸元からゆっくり離した。そのまま腰の裏で手を組むと、カイ司祭に姿勢を正されグイッと胸を突き出すポーズになる。

「とても大きくて形が良くて、素晴らしい胸ではありませんか。先端もこんなに可憐な色で……。ああ、食べてしまいたい」

　カイ司祭の指がリリアーナの乳房を撫で、薄い色の乳暈にゅううんに沿ってくるりと円を描いた。

「ほくろは……。ああ、ありましたね。左の乳首の麓に可愛らしいのが一つ」

　恥ずかしい場所にあるほくろを見られ、リリアーナは泣く寸前だ。

「コレを見られるのが恥ずかしかったのですか？」

　指先でほくろのある乳首をくりくりといじめられ、リリアーナは膝頭をすり合わせる。

「だ……だって……。ぁ……あ、ん」

「こんなに大きくて柔らかくて、ふかふかですべてを包み込む素晴らしいものを、『恥ずかしい』などと言ってはいけませんよ？　ここはもう、私が愛すべき場所になったのですから」

　大きな両手で包み、掬い上げ、ユサユサと揺さぶられると、耐えがたいほど恥ずかしいのに心地いい。

「たっぷり張り詰めて……、熟れたメロンのようですね。中に甘い果汁が詰まっていそうだ」

　そう言ってカイ司祭は、リリアーナの乳房にちゅうっと音をたてて吸い付いた。

「んっ、あぁっ……ん」

　素肌に彼の唇が這い、その熱さと舌の滑らかさにリリアーナは嬌声を上げる。

　柔らかな白肉に何度も吸い付いたあと、カイ司祭は先端にしゃぶりついた。勃起した乳首を口に含み、コロコロと転がしたあと顔を前後させて吸いたてる。

「んぁ、あ、やぁ……っ、む、胸やぁっ」

「本当に『嫌』ですか？　気持ち良くないのなら、やめますよ？」

　両側から寄せた胸に顔を埋め、カイ司祭が上目遣いに尋ねた。

「や、……やぁっ、いじわるっ。……き、きもち……から、もっとして、……くださいっ」

「よく素直に言えましたね」

　やめてほしくなくて羞恥を堪えれば、頭を撫でられ頬にキスが与えられた。

　従順な犬のように躾けられ、リリアーナは自分の理性が彼の手によって、剥がされてゆくのをまざまざと感じる。

　カイ司祭の手が、リリアーナの白い腰布にかかりスルリと取ってしまう。ローブが膨らみ、空気がお腹まで上がってくる。

　彼は手近な家具にかかっていた白い布を取り去ると、一人がけのソファを示した。

「リリアーナ。先ほどのように自分でローブの裾を持ち上げなさい。そして脚を広げてこのソファに座って。……そう、いい子ですね」

　彼の言う通りにするのは、恥ずかしくて堪らない。

　だが素直に言うことを聞けば聞くほど、カイ司祭は褒めてくれるしリリアーナの被虐心も満たされる。

　ローブは小さなおへそが見えるまでたくし上げられ、ソファに腰掛け大きく脚を開いたリリアーナは、自分でも見たことのない場所をカイ司祭に晒していた。

「あなたのここには翼がありますね。聖王家の象徴です。この美しい翼を見られるのは、私だけ。……そうですね？」

　誰にも見られない内腿にある翼の形をした痣を、カイ司祭はべろりと舐め上げる。

「ぅんっ……、ぁ、あ……そう。です。司祭様だけ」

　頷くと、優しく太腿を撫でられた。

「いい子にはちゃんとご褒美をあげましょうね。今日は昨日よりずっと気持ちいいですよ」

　恥ずかしいポーズをとったまま、頭を撫でられキスをされる。

　そしてリリアーナの前に跪いたカイ司祭は、じっくりと彼女の花弁を観察し始めた。

「う……ん、ぁ……。や……、恥ずかしいです……っ」

　腰をくねらせた時、秘唇がぐちゅりと啼く。もうすでにそこは潤沢な蜜で潤っていた。

「大丈夫ですよ。あなたのここはとても綺麗な色をしている。蜜でキラキラと光って、バラの花が朝露に濡れているようだ。少し朝露の味見をしてみましょうね」

　内腿を撫で回していたカイ司祭は、長い指でリリアーナのスリットを下から上へなぞり上げた。

「あ……っ、ん」

　最後に肉芽をピンと弾かれ、リリアーナの腰が震える。

　涙目でカイ司祭を見れば、彼はリリアーナの蜜がたっぷり載った指を美味そうにしゃぶっているところだ。

「やぁっ、そんなもの舐めないでください……っ」

　とっさに両手でカイ司祭の手をとろうとしたが、「そのまま」と鋭く言われソファに座り直す。

「蜜を舐められて恥ずかしいのなら、あなたの恥ずかしい花弁を直接舐めてあげましょう。さあ、脚を肘掛けの上に置いて大きく脚を開いて。腰を突き出すように……。そうです、上手ですね」

　カイ司祭の言う通りのポーズをとると、リリアーナは半ばソファに寝そべるような姿になり、恥ずかしい場所を天井に向けていた。

　自分の目からもピンク色の肉芽が見え、その下がヒクヒク蠢いているのを自覚する。

「や……やだぁ……っ」

「大丈夫。痛くありませんから」

「しぃ」とリリアーナを窘めてから、カイ司祭は彼女の白い内腿にキスをし始めた。時に強く吸い付き、赤い所有の跡をつけてゆく。

「これは私にしか見えない、私だけのものという印ですからね。他の誰にも見せてはいけません」

「は……はい……っ」

　グズグズと、聖王女だったリリアーナが輪郭を失ってゆく。だが彼女はそれが心地良くて堪らなかった。

「本当に綺麗な場所だ……」

　もう一度リリアーナの花弁を見つめて呟いてから、カイ司祭は左右から指で引っ張り、小さな蜜口を露わにする。

　陶然とした顔で舌を出し、彼の端正な顔が秘密の花園に近付き――。

「あ……っ、あ！　や……っ、ぁ、あぁっ」

　吐息がかかったかと思うと、温かくぬめらかな舌が花弁に這い、べろりと舐め上げる。リリアーナはギュウッと下腹部に力を入れ、腰を突き上げた。

「緊張しないで、しっかり脚を開いていなさい」

「は……はい。……ぁ、あっ！　あぁうっ」

　だがすぐにピチャピチャとリリアーナの花弁をねぶる音が聞こえ、その感触と音に意識が呑まれていく。

　ねろりねろりと丁寧に花弁を舐めたかと思えば、唇を密着させてじゅずずっと愛蜜を啜る。高い鼻先で顔を覗かせた肉真珠をつつき、尖らせた舌で蜜口をズボズボと犯した。

「ああぁーっ、あぁうっ、ぅあっ、んーっ、んうぅっ」

　刺激を与えられれば与えられるほど、自分の最奥から蜜がとめどなく溢れてくるのが分かる。

　彼の頭を押さえ髪をかき乱したいが、命令通りローブを持っていなければいけない。ギュッと裾を握り締めた小さな手は、拳の形のまま震えていた。

　後頭部はソファの背もたれに押しつけられ、髪が乱れるのも構わずぐりぐりと押しつける。

「んっ、んぅーっ、やぁ、やなのぉっ、また……っ、達っちゃうから……っぁ」

「今日はたくさん達きなさい。達く時はちゃんと私に教えること。一人で勝手に達ってはいけませんよ？　それは悪い子のすることですからね」

「は……っ、はいっ」

　充血した肉真珠にカイ司祭の唇が当たり、ちゅっちゅっと吸い付いてくる。その時蜜口に何かが当たったかと思うと、ぬぷりと指が一本侵入してきた。

「っひぁあ！　やだぁっ、何か入って……っ、ぁ、あ……っ」

「大丈夫です。狭いですがゆっくり慣らしていきますから。それよりもあなたは、この小さな真珠でたっぷり感じられるでしょう？　慣れるまでこちらを重点的に愛して差し上げますから」

　そう言ってカイ司祭はリリアーナの秘部に顔を埋め、ちゅっちゅううっと音をたてて肉真珠を吸引してきた。

「――――っ、あ、……っぁあっ」

　強すぎる刺激にリリアーナは腰を突き上げ、ビクビクと震える。滝のように溢れ出た蜜は、男の長い指を滑らせ、柔らかな膣壁が異物を包み込む。

「あなたのナカは……。ん、ちゅ。温かくてヌルヌルしていて、入れたらとても具合が良さそうだ」

「ひぁあうっ、あぁっ、ぃあっ、んぅーっ、ん！　あ、あぁんっ」

　カイ司祭の言葉を理解する間もなく、リリアーナは悶え抜く。

　異物だと思っていた指も、やんわりと前後させられ馴染んでくると、媚肉を擦られるのが心地良く思えてくる。

　おまけに彼の指先がある一点をかすめると、リリアーナはこの上ない甘ったるい声を上げてしまった。

「いやぁんっ、そこ、そこ駄目です……っ」

「――ここか」

　宝物でも見つけたかのようにカイ司祭の顔に喜色が浮かび、そこから彼は重点的にリリアーナの弱点を擦りだした。

「駄目……っ、ダメ、ぁ、あ、そこ、ダメなのぉっ」

　ぐすぐすと洟を啜り、リリアーナはかぶりを振る。

「駄目ではないでしょう。『好い』からあなたはこんなに感じるんでしょう？　たっぷりと蜜を溢れさせて、白い乳房を揺らして。あぁ、なんていやらしい」

「いやぁ……っ、いやぁん……っ」

　カイ司祭の意地悪な言葉は、リリアーナの心の快楽まで操ってくる。体を翻弄し快楽を底上げしたあと、言葉でリリアーナの精神そのものを揺さぶってくるのだ。

　彼の言葉や指、舌一つで、リリアーナの自我が脆く崩れ去りそうで怖い。だが同時にすべてをカイ司祭に委ねているという事実が、恐ろしく心地良かった。

「気持ち良かったら『好い』と言えばいいのです。さあ、言ってごらんなさい」

　クチュクチュと蜜壷を擦られ、その気持ち良さにリリアーナは口を開いて涎を垂らすしかできない。茫洋とした意識に、カイ司祭の言葉がすんなりと入ってきた。

「あ……っ、い、……好い、の。……好い、……のぉっ」

「では、もっとしてほしいのですね？」

　膝立ちになったカイ司祭は、リリアーナの乳房にしゃぶりつく。舌でくるりと乳暈を舐め回し、ぷくんと勃ち上がった先端を甘噛みした。

「ひぁっ……ん。ぁ、好い……っ、です、もっと……してっ」

「どうしてほしいですか？　ちゃんと具体的に言えたら、その通りにしてあげます。人は神ではありませんからね。望みはちゃんと言葉にしなければ、人に伝わらないのです」

「ん……っ、ぁ、ちくび……っ、もっと吸ってください。優しく噛んで、気持ち良くして……っ」

「よく言えました」

　リリアーナに乞われた通り、カイ司祭は淫らに彼女の乳房を舐めた。彼女に快楽を教える器官でねっとりと舐め回し、唾液を擦り付ける。その摩擦で勃起した場所に音をたてて吸いたて、前歯でじんわりと刺激を与えた。

「んぁっ、き……もち、ですっ。好いっ……のっ、司祭様ぁ、もっとして……っ」

　甘ったるい声を上げ、男の寵愛を乞う彼女は、もう聖王女としての楚々とした姿を捨てている。

　体を貪婪にくねらせ淫悦を求める姿は、一人の女だ。

「ぁ……っ、あ、あ……っ、そこ……っ、擦って……ぁ、あ……っ」

　カイ司祭の左手が胸を愛撫し、唇は肉真珠を吸い、指は二本蜜壷をまさぐる。その行為の結末にあるのは、リリアーナの深い絶頂だった。

「んぁあっ、――あっ、達くっ、達き……っ、ますっ」

　鼻にかかった声で甘え、リリアーナは髪を振り乱して男の指を喰い締めた。

「んぁあぁっ、――ぁああぁ、……っぁ、……あぁ、――ぁ……」

　ぶるりと大きく震えたあと、ドッと全身に汗を掻いた気がした。天から祝福の光が降り注ぎ、リリアーナの体に慈雨を降らせたかのように思える。

　カイ司祭は熱く滾った目でリリアーナを見たあと、ヌチャリと蜜壷から指を引き抜いた。立ち上がり、しどけない姿を晒したリリアーナに覆い被さると、放心した彼女の目の前で指を舐め始める。

「ぁ……、司祭、……様……」

　彼が口にしているのは自分の蜜だと思うと、恥ずかしくて体が燃え上がりそうに熱くなる。

「……？　これ、……は？」

　おまけに腹部にゴリゴリと何か硬いモノを押しつけられ、リリアーナは顔を上げた。

　手を伸ばし彼の下腹部にある〝何か〟に触れると、とても硬い棒状のものだ。

「あなたを見て、私はこんなに興奮してしまいました。毎晩こっそり処理をするのも、結構大変なのですよ」

　指についた蜜を舐めてしまうと、カイ司祭は自身のローブをたくし上げ、その下にあるトラウザーズを寛げた。

「あ……」

　すると目の前に現れたのは、優美な彼に似つかわしくない恐ろしい外見のモノだった。

　細かく血管が浮き上がり、先端はキノコのように傘がある。肉色をしていて、先端に空いた小さな孔からは、トロトロと涎を垂らしていた。

「…………」

　それがカイ司祭の性器なのだと理解すると、途端に恥ずかしくなる。だが強い興味があるのも事実で、リリアーナはまじまじと幼児の腕ほどもあるモノを凝視していた。

「あの……。苦しいのですか？」

『こっそり処理をするのが大変』という言葉を聞き、リリアーナは男性のそれをどうにかするには、苦痛が伴うのかと勘違いする。

「確かに、苦しいですね。ここで出せたら楽になれるのですが」

『楽になれる』という言葉に、リリアーナが反応した。

　それこそ忠犬のように、主人の役に立てるのならと悦びすら覚えて質問する。

「私に何かできることはありますか？」

「……ご自分が何を言っているのか、理解していますか？　男の欲を女性が解放するというのは、あなたを抱くと同義なのですよ？」

「あ……」

　ゆるりと髪を撫でられ、リリアーナは自分の失言に赤面した。

「た……しかに、それはいけません……けれど」

　そうは言ったものの、本心では相手がカイ司祭で、彼が結婚してくれるのならいますぐ処女を捨ててしまいたかった。だが聖王女であり、皇帝から求婚されているという現実が、リリアーナを思いとどまらせる。

「それでも、司祭様の苦しみをお救いできませんか？」

　胸や下肢を曝けだしたままの姿で、リリアーナはじっとカイ司祭を見上げた。

「……私の精液であなたの手や口を汚してもいいのですか？」

　とても直接的な言葉で表現され、頬がカァッと熱を持つ。それでもリリアーナは小さく頷いた。

「……あなたが、好きです。司祭様のためなら、処女を失うこと以外なんだって致します」

　初めて想いを口にし、リリアーナは期待と不安がない交ぜになった顔で司祭を見上げる。

　告白の返事次第では、この場からすぐ走り去って二度とカイ司祭に顔を合わせられない。そんな覚悟すらあった。

　小さく震えるリリアーナの視線を浴び、カイ司祭は鷹揚に微笑んだ。

「愛されるためにすべて擲なげうつと言わなくても、私はあなたを愛していますよ」

　また、いい子いい子と頭を撫でられ、優しいキスが与えられる。

「……好き、……です」

　ソファに身を預け、両脚を開いたままリリアーナはカイ司祭を受け入れた。両腕で彼の首を抱き、顔の角度を変えて何度も唇を交わす。

「では、これを握って」

　カイ司祭がリリアーナの手を、己の屹立に導いた。

「……硬い。とても熱くて……、ビクビク震えています」

「リリアーナが魅力的だから、こうなっているのです。そのまま軽く握って手を上下させて扱いてみてください。……そう、上手ですね」

　言われるがままカイ司祭の屹立を扱くと、手の中で彼の質量が増した気がした。親指と人差し指がつかないほど太く、長さもある。

　女性にはない器官をゆるゆると擦っている間、リリアーナも再び興奮してきた。

「口も使えますか？」

　カイ司祭の言葉に、リリアーナは敬虔な信者のように頷く。

「では先端を口に含んで舐めてください。男の弱点ですから、歯を立ててはいけませんよ」

「はい。……ん、ちゅ……。ぁむ……ん、……ぅ」

　舌を出し先端を舐めると、とても滑らかだ。垂れていた雫はしょっぱいけれど、カイ司祭が自分に興奮してくれているのだと思うと、嬉しくて嚥下した。

「もっといやらしく舌を使って、べろべろと舐め回してごらんなさい。はしたない音をたてて、しゃぶるのです。私しかいませんから、できますね？」

　主人がペットにするように頭を撫でられ、リリアーナはまた内心で尻尾を振る。

「ん……ぁ、はむ。……んぅ、じゅっ、……ん、ちゅうっ」

　恥ずかしいが、言われた通りリリアーナは思いつく限りいやらしくカイ司祭の屹立を慰め始めた。

　ちゅう、ちゅばっと亀頭をしゃぶり、舌を思いきりだして舐め回す。竿を横に咥えて顔を上下させたり、裏筋を舐め上げるとカイ司祭に褒められた。

　思いきって口の中に頬張ると、頭上から「あぁ……」と気持ちよさげな吐息が聞こえ、もっと嬉しくなる。

　手で根元を扱きつつ顔を上下させると、「いい子ですね。お上手です」とまた頭を撫でてくれた。深く咥えると喉の奥に先端が届いて思わず嘔吐きそうになるが、それすらもリリアーナの被虐心を満たす。

「んぇっ、……ん、む、……ん、ぐぅ、んふ、……んぅ」

　ずっぷりと深くまで咥え込んだまま小さく顔を上下させた時、喉の奥にちゅぽちゅぽと先端が届いた。

　カイ司祭のいい香りが体温の上昇と共に強くなり、リリアーナを酩酊させる。

「リリアーナ、もういいですよ。出てしまいますから、あなたは顔を離して」

　ソファに乗り上げていたカイ司祭が腰を引こうとするが、リリアーナは肉棒を咥えたまま「んん」と首を横に振った。

　自分の口で果ててほしい。

　ただその一心で、リリアーナはぢゅうっと強く吸い付く。

「……あなたの口で出していいのですね？」

　髪を撫でる手が心地いい。「んぅ」と頷けばカイ司祭が「腰を動かしますよ」と一言断った。

「ん……ふぅ」

　彼自身を咥えたまま目だけで「どうぞ好きにしてください」と訴えると、ゆっくりと喉を犯され始める。

「ん……、ぐ、んぅ、……ちゅ、んぷ」

　リリアーナの頭を軽く押さえたまま、カイ司祭が腰を前後させぬるついた口腔を蹂躙した。苦しいけれど、それで彼が気持ち良くなるのなら、リリアーナは嬉しくて堪らない。

「ん、ん、んぅ、んぐぅ、……んふっ」

　やがて〝その時〟が訪れ、口の中でカイ司祭の男根が膨れ上がった。

「っ！　ん！　むーっ」

　ビュッビュッと喉の奥に熱い迸りを浴び、リリアーナはとっさに喉を動かし嚥下する。粘ついたそれは飲むに容易くなく、何度も何度も喉を動かした。

「……あぁ、とても良かったですよ。リリアーナ」

　カイ司祭が腰を引き、リリアーナの唇から白い糸が引く。

　少しの間リリアーナは咳き込み、何度も咳払いをしていたが、口の中にあったものをすべて飲み込み期待に潤んだ目でカイ司祭を見上げる。

「私、上手にできましたか？　カイ司祭の苦しみを取り払えましたか？」

「ええ、もちろんです。あなたはとてもお上手でした」

　思わず見とれるほど美しい笑みを浮かべ、カイ司祭は何度もリリアーナの頭を撫でてくれた。しかしその下腹部は、依然ビンと天を衝いたままだ。

「……ですが、私が至らなかったのでしょうか？　ここはまだこんなに……」

　鍛えられ割れた腹部にピッタリとつくほど、そこは肥大し反り返っている。自分が慰めたりなかったのかとリリアーナが眉を下げた時、カイ司祭は衣服を元に戻し始めた。

「男とはこういうものなのですよ。欲は尽きません。叶うならばあなたの蜜壷にコレを突き入れ、あなたに締め付けられてナカで果てたい。あなたのお腹の奥深くに、子種を吐き種付けをしたい。……でもそれはしてはいけないことですから、我慢します」

　トラウザーズを穿きローブを着てもまだその盛り上がりは分かったが、バサリとしたマントで覆ってしまうと分からなくなった。

「さあ、リリアーナ。今日はそろそろここを後にしましょう」

「はい」

　ソファの上で広げていた脚を戻し、リリアーナは胸元の乱れを戻そうとする。

「脱がしたのは私ですから、私がちゃんと着せてあげましょう」

　しかしカイ司祭がシュミーズの肩紐を直し、ローブの脇ボタンも留めていってくれた。侍女に着替えを手伝ってもらうのは慣れているが、男性に着せられるとなると些か恥ずかしい。

　最後にドロワーズもカイ司祭が穿かせてくれ、リリアーナは赤面したまま「ありがとうございます」と感謝を述べた。






　そのような愛欲の日々が続き、リリアーナはすっかりカイ司祭のことしか考えられなくなっていった。

　頭に思い浮かべるのは、この修道院を出てカイ司祭と生活する日々。

　だが彼と結婚したいという意志を、家族や何よりも皇帝が認めてくれるはずがない。カイ司祭が身を置いている教会だって、聖職者が簡単に還俗することを許さないだろう。

　いっそ彼が司祭であることをやめ、自分も王女であることから逃げ出してしまえば……。と思うが、そこまでの決心についてなかなか踏ん切りがつかないのだった。

















第五章　愛する覚悟












「リリアーナ。とても言いにくいのですが、次の満月になった日、私はこの修道院を離れなければいけません」

「――――」

　いつものように誰もこない北棟で愛し合い、さんざんカイ司祭の屹立で花弁を擦られたあとのことだ。

　ドロドロに溶けた場所は絶頂を覚えて痙攣し、カイ司祭が腹の上で果てようとした時リリアーナが体を起こして彼の精を一滴も余さず飲み干した。

「よくできましたね」と褒められるのを期待していたのだが、彼が口にしたのは絶望に等しい言葉だ。

「え……？　ど……して……」

　思考が停止し、彼の言うことを理解したくない。心が拒絶していた。

　軽く微笑んだまま表情を固めるリリアーナの頭を、カイ司祭は優しく撫でる。

「お勤めがあり、呼ばれているのです。私でなければ務まらない重要な仕事で、ここを立ち去らなければ多くの人々が困ります」

「私……は」

　瞠られた目からボロっと大粒の涙が零れ、リリアーナの頬を伝ってゆく。

「私のことをどうするのですか？　ここに一人置いてゆくのですか？　好きだと……、愛していると仰ったではありませんか」

　捨てられたくなくて、リリアーナは必死にカイ司祭に縋る。

　こんなみっともないことを言いたい訳ではない。本当なら、彼が望む品ある聖王女としての対応をしたかった。

　だが今やリリアーナは、聖王女であることよりも一人の女だ。

　生まれて初めて心の底から愛した人を失う絶望に、心も体も悲鳴を上げている。

　気がつけば激しくしゃくり上げ、肌を晒したままカイ司祭に抱きついていた。「行かないで」と何度も希い、彼の手にキスをする。

「……リリアーナ。あなたはもう十分に、人を愛するということを知りました。男性を前にして、どうやって愛を乞えば良いのか分かっているでしょう。〝お勉強〟は終わりました」

「いやです……っ。私、カイ司祭様と結婚したいですっ。あなたが……っ、好きなのっ。他の誰でも嫌ですっ」

「あなたを所望しているのは、皇帝陛下なのでしょう？　巨大な帝国を統べる方ですから、きっと奥方となるリリアーナのことも大事にしてくれます」

　何度もカイ司祭と睦び合ううちに、リリアーナは自身が抱える事情すべてを打ち明けていた。

「皇帝陛下には、大勢の女性がいらっしゃいます。後宮に数え切れないぐらい愛妾がいらっしゃって、私などいなくてもどなたかがお子を産みます」

「私はあなたに、何も与えられない人間です」

「沢山の愛情を教えてくださいました……っ」

　リリアーナの声は震え、か細い。

　天から垂らされていた救いの糸が、いまにもふつりと切れてしまいそうな絶望の声だった。

「私もあなたと結ばれたいと思っています」

「っなら……」

「『いま』は無理です」

「…………。いつまで待てばいいのですか？」

　涙で崩れた声に、カイ司祭は寂しそうな笑みを浮かべただけだ。

「……っ、酷い人……」

　カイ司祭の胸に顔をつけ、リリアーナは掠れた声で叫ぶ。

　しばらくリリアーナはカイ司祭に縋ったまま嗚咽していたが、ゆっくりと心の奥底で自分の気持ちが固まってゆくのを感じる。

「……最後の日まで、私と会ってくださいますか？」

「あなたが許してくださるのなら、私は喜んでリリアーナを愛します」

　その答えにリリアーナは泣き笑いの表情を浮かべ、「いまはそれでいいです」と寂しげに微笑んだ。










　その晩リリアーナは、自室で父王に向けて手紙を書いていた。

　内容は、皇帝との婚姻をきっぱり断り、自分は髪を切って本当に修道院に入るつもりだ、と綴られたものだ。

　決意は固く、文章もそう長くならない。

　書き終えると読み直し、便箋を封筒にしまい封蝋をした。

「私は……、カイ司祭様しかいらないもの」

　本来ならうっとりと恋に耽溺する声だったのだろう。

　しかしカイ司祭が来てからというもの、夕方以外の時間、カイ司祭の隣にはいつもキリエがいた。「そこは私の場所なのに」と言いたくても、二人の秘密の情事は誰にも言ってはいけない。

　他の姫君や令嬢たちも、キリエの積極性には閉口しているようだ。昼間の修道院ではすっかり、「カイ司祭はキリエ様のお気に入り」という認識が広まっている。

　キリエはリリアーナに「カイ司祭の好みの女性とかを聞いているの」と言ったが、リリアーナとしてはそんなことはどうでもよく、彼の側から離れてほしいと嫉妬してしまう。

　その日の夕食はほとんど喉を通らず、キリエや周りの姫君たちから心配された。

　だが彼女たちの反応を伺っても、カイ司祭がいなくなることを嘆く者はいない。恐らく彼は当日になって、誰にも何も告げず去って行くつもりなのだろう。

「司祭様を心から思っているのなら……。私も覚悟を見せないと。それでなければ、彼は私の立場に遠慮して迎えに来てくださらないわ」

　夜着を纏ったリリアーナは、明日の夕暮れを思い胸を高鳴らせた。
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　翌日、奉仕作業の時間が終わるとリリアーナはすぐ席を立ち作業部屋を出た。

　後ろでキリエが何か言っていたような気がしたが、申し訳ないけれど無視をする。

　足早に修道院の廊下を歩き、地階にある大聖堂まで向かうと、カイ司祭が祭壇でプレシュを磨いていた。

「おや、どうしましたか？　リリアーナ様」

　いつもと代わらないカイ司祭の態度に幾分ホッとするが、リリアーナは胸の奥に秘めた決意がある。

　白いローブを翻しツカツカとカイ司祭のところまで向かうと、彼のマントを掴んだ。

「……二人だけでお話があります。できれば、大きな声を出しても誰にも聞こえない場所で」

　少し赤い顔で真剣に詰め寄ると、カイ司祭も察してくれたようだ。

「……では私の私室に向かいますか？　修道院の母屋と離れた場所にありますから、大きな声を出しても誰も分からないでしょう」

「お願いします」

　司祭のマントを握ったままリリアーナが呟くと、その頭をゆるりと撫でられた。

「いまはまだ人目につくかもしれませんから。……ね？」

「……はい」

　そっと司祭のマントを離すと、「参りましょう」とカイ司祭が先を歩きだした。

　大聖堂の中央を歩き扉から外に出ると、修道院の玄関ホールに繋がる。そこから外へ出ると、眼前は霧でけぶっていた。

「今日はあまり天気が良くないようですね」

　足元は砂地にときおり雑草が生え、海沿いでもオダマキが紫色の花を咲かせている。

　ファティナ修道院に駐在する司祭用の建物は、こぢんまりとしているが母屋同様しっかりとした造りだ。そこに諸国の王から司祭への敬意が窺える。

　もちろん裏事情として、秘密を守らなければいけない司祭を、ある程度優遇しなければ互いの信頼が保てない……ということもあるのだろう。

　砂を踏みしめ一分ほど歩くと、カイ司祭は腰に下げた鍵で建物の扉を開けた。

「中に入ってください」

「お邪魔します」

　細く開けられた扉の隙間から、リリアーナがスルリと入り込み、カイ司祭も潮風に嬲られるマントを押さえ後を追った。










　建物の中に入ると蝋燭が消えていたので、薄暗い。

　リリアーナの脇をカイ司祭がスッと通り、慣れた手つきで蝋燭に火を灯した。

　暗闇にオレンジ色の明かりが宿り、リリアーナはホッとして周囲を見回す。

「綺麗にされているのですね」

　窓から差し込む光と蝋燭の明かりで室内が分かり、リリアーナは初めてカイ司祭の住まいを目にした。

　いまいる部屋は応接と居間を兼ねているようで、ソファセットが中央にあり、キャビネットには綺麗に磨かれたグラスやゴブレットがある。暖炉の上には主神と女神の絵画がかけられてあった。

　自身でお茶なども沸かせられるよう、竈などもある。

　信心深い者の家と言っても通用しそうだが、壁にはプレシュとプレシャがかけられ、聖書があり、さすが司祭の住み処という雰囲気だ。

　続き間は寝室になっているらしく、ゴブラン織りのベッドカバーが少しだけ見えた。

　閉じられているドアはきっと浴室なのだろう。

「お茶を用意します。リリアーナ様は好きな場所にお座りください」

　カイ司祭がそう言って準備しようとしたが、リリアーナは彼の背中に抱きついた。

「…………」

「……リリアーナ様？」

「いつものように、リリアーナと呼んでください」

　抱きついた体は逞しく、布の多い衣装からでもみっしりと筋肉がついているのが分かった。

　彼が一人で禁欲的に体を鍛えている様子を想像し、リリアーナはほんのりと頬を染める。

「……どうしましたか？　リリアーナ」

　腕の中でカイ司祭がゆっくり体を動かし、リリアーナと向かい合う。目と目が合い、こちらを伺う彼の瞳を見てリリアーナは唇を震わせ、告げた。

「……どうぞ、見ていてください」

　一歩彼から離れ、リリアーナは自身の腰布に手をかけた。

　シュルリと絹ずれの音がし、腰布が床に落ちる。ローブが膨らんで外気が胸元まで上がってきたが、構わずリリアーナは胸元のボタンを外した。

　迷いのない手が動き、次々に布地が擦れ合う音がする。

　目の前でリリアーナが脱いでゆく様を、カイ司祭はじっと見つめていた。

　やがてパサリと小さな音をたててドロワーズが床に落ち、リリアーナは見事な裸身を露わにする。

　大ぶりな胸の果実を隠さず、慎ましやかな銀色の和毛もそのままに、リリアーナはまっすぐカイ司祭を見つめた。

「抱いてください」

「……リリアーナ？」

「司祭様がいなくなってしまうというのなら、どうぞ私にお慈悲を。この先一生あなただけを想い続けるための、大事な思い出をください」

　声は震えていたが、目も態度も堂々としている。

　恥じらいすら捨てて、リリアーナは覚悟を示していた。

「あなたは聖王女殿下でしょう。婚前に異性と性交渉を持つべきではありません」

「いいえ。私は司祭様以外の男性を望みません。私が歩む人生は、私が決めます。夫となってほしい方も、お父様や臣下に任せるのではなく、自分で望みます」

　全裸になってなお、リリアーナは神々しいまでの威厳に包まれている。

　金色の目でカイ司祭をまっすぐ見つめ、己の意志を伝える彼女に、この修道院に入ってきたばかりの迷いはもうない。

「昨晩お父様にお手紙を認めました。今日の昼間に使いに託しましたから、数日中にはお父様の目に触れることとなるでしょう。お手紙には、『想っている方がいるので、皇帝陛下とは結婚できません。必要ならば私が直接出向いてお断りします』と書きました」

「……ご自身のお心を決められたのですね」

「はい。司祭様が私を本当に望んでくださっても、そうでなくても、私はずっとあなたを想い続けると決めました。この恋が叶わないのなら、髪を切り一生この修道院で暮らします」

　その時ふと思った。

　ここにいる姫君や令嬢たちの面倒をみるテレーゼも、もとは自分と同じような境遇だったのではないか……と。

　ならば自分もいつか彼女のように、ファティナ修道院に入る女性たちの面倒をみたい。そう思った。

　心はすでに凪いでいて、あとはこの身をカイ司祭に捧げるだけだ。

　彼を心身共に受け入れ忘れられない思い出を作れば、それをよすがに生きていける。

　すべてを達観したかのような心境になると、自ら服を脱いでも恥じらうことはなかった。

　カイ司祭の手を取り、自身の乳房に触れさせる。

「どうぞ今日は、司祭様の望むままに私の体を貪ってください。荒々しくされても構いません。すべて受け入れます」

　胸を包み込む手にほんの少し力が入り、そのままカイ司祭はやわやわとリリアーナの乳房を揉み始めた。

「あとで『やめて』と言っても聞きませんよ？」

「覚悟の上です」

　微笑んで目を閉じれば、優しいキスが応えてくれた。










「あ……、ん」

　寝台の上で一糸纏わぬ姿になった二人が、絡み合っている。

　カイ司祭は鍛え抜かれた見事な体を晒し、リリアーナの乳首を吸いたて、片手で揉む。空いた手は彼女の蜜壷に差し込まれ、ぬちゅくちゅと泡立った音が立っていた。

「ん……っ、あ、あ、やぁっ、そこ……っ、感じ……、ますっ」

　肉芽の裏側を執拗に擦られ、リリアーナは敷布で両足を滑らせ悶える。

「ならもっと擦りましょう。ここは？　好きですか？　気持ちいい？」

　ぷっくりと膨れ上がった肉真珠を撫でられ、リリアーナは腰を突き上げ一瞬息を止めた。

「んぃ……っ、ぁ、……あ、好きっ、すき……っ、ですっ、気持ち……のっ」

　大きく開かれた脚はわなわなと震え、閉じたいけれど懸命にカイ司祭の愛を乞おうと限界まで開かれていた。

「リリアーナは気持ちいいことが大好きな、いやらしくて可愛い子ですね。あなたに覚悟があるのなら、私にしてほしいことをすべて言ってごらんなさい」

　カイ司祭の言葉は、『覚悟』という言葉を逆手に取ったも同然だ。

　だがリリアーナはとろりとした笑みを浮かべ、自ら進んで淫猥な言葉を口にする。

「リ……リリアーナの濡れたおマメを、もっとツルツル弄ってください。気持ちいい所をもっとぐちゅぐちゅ擦って、沢山達かせてください……っ。む、胸も揉んで、いやらしい音をたてて乳首を吸って、摘まんで、噛んで、たくさん虐めてください……っ」

　いやらしい言葉を口にしただけで、蜜壷からトロッと愛蜜が溢れ出た。

「ちゃんと言えていい子ですね。ご褒美に望みをすべて叶えてあげましょう」

　カイ司祭が妖艶に笑ったかと思うと、赤い舌を出してリリアーナの白い乳房をヌルヌルと舐め回す。唾液まみれになった場所をちゅうっと吸い上げ、勃起した乳首を舌で弾いた。

　二本揃えられた指は柔らかな膣壁を押し、擦り、ぐちゅぐちゅと蜜が掻き回される音がする。親指の腹がさやから顔を出した肉真珠を転がし、時にピタピタと叩いて刺激を与えた。

「あんぅうっ、んあぁ、あ、あーっ、好い、好いのぉっ、神父様ぁ、好き、好きぃっ」

　両手で敷布を握り締め、リリアーナは白い肢体をくねらせた。

　すでに汗がしっとりと全身を濡らし、耳に入る淫音だけで達してしまいそうだ。

　おまけに法衣を脱ぎ捨てたカイ司祭の逞しさときたら、想像していた以上だ。分厚い胸板に割れた腹筋を見ただけで、縋り付きたくなる。その下に反り返っている見慣れた逸物の質量を、リリアーナは唇や手ですぐに思い出すことができる。

　聖王女という立場をかなぐり捨て、リリアーナは一匹の雌になっていた。

　猥りがましく雄の寵愛を乞い、甘ったれた声を出して愛撫を求める。

　どんな言葉を口にしても、いやらしい格好をして誘っても、カイ司祭だけはすべてを受け入れてくれると知っている。だからリリアーナはどれだけでも大胆になれた。

「んぅ、うぅあっ、あぁっ、達く……っ、達くのっ、い……っですかっ？」

　絶頂の予感を覚え、リリアーナは濡れた目でカイ司祭に許可を請う。

「ちゃんとお知らせできて偉いですね。私を見つめたまま極めなさい」

　ぐちゅぐちゅと蜜壷が掻き回され、感じきって下りてきた子宮口まで刺激される。

「あーっ、ぁ、あぁ、……ぁ、あぁ、……ん、――――ぁあ……っ」

　カイ司祭の腕を掴んだまま弛緩した声を上げ、リリアーナは口端から涎を垂らしたまま気を飛ばした。

　体がガクガクと震え子宮が意に反して収斂を繰り返しても、言われたとおり目だけは愛しい人を見つめ続ける。

　一番いやらしい瞬間を彼に見守られていると思うと、羞恥と同時に歓喜が沸き起こった。

「ん……、んぅ……あ……。……ぁ」

　大きな波が引いて沈黙が訪れようとし、リリアーナは艶冶な吐息をつく。

　しかし両脚をぐいと持ち上げられ、熱い切っ先が花弁に押し当てられて顔を上げた。

「本当に入れますよ。もう後戻りはできません」

　ヌルヌルと刀身を花弁に擦り付け、そのたびにニチャニチャと糸を引くような音が聞こえる。

「はい……。私を司祭様のものにしてください」

「リリアーナ。私はこの行為にちゃんと責任を持ちますから」

　カイ司祭はリリアーナの手をとり、うやうやしく甲に唇を押しつけた。

「私だけの女神。これからあなたに苦痛を与えることを、お許しください」

　口元で祈りに似た言葉を呟いたあと、カイ司祭は肉竿に手を添え、亀頭を蜜口に押し当てる。

「痛いでしょうけれど、私の目を見つめていなさい。愛情からくる痛みですから、何も怖いことはありません」

「はい。信じています」

　手を差し伸べると、カイ司祭も片手を差し出してくれた。

　それを両手で握った時、ゆっくりと彼の腰が進む。

「ぅ……、あ、……あっ」

　手や口で慰めたあの野太いモノが、みちみちと処女肉を穿ち最奥を目指した。熱く濡れた蜜壷は異物をぎゅうぎゅうと締め付け、当たり前だがすんなりと入らせない。

「く……っ、狭い……」

「んーっ、んぅ、うぅ、あ……っ、ぃ、いた……っ」

　あまりの激痛にリリアーナは歯を食いしばったが、絶対にカイ司祭から目を逸らさなかった。

「我慢してください」

　余裕のない低い声で言ったあと、カイ司祭は一度腰を引いてずん、と突き上げてくる。

「あぁあっ」

　たっぷり愛撫を受けたとはいえ、未通の孔だ。巨大な質量が侵入してリリアーナは悲鳴を上げる。

「もう二、三度突き上げます。それで奥まで入れますから」

　言葉の通り、カイ司祭は片手でリリアーナの腰を掴み、ずん、ずん、と肉棒で処女肉を貫いた。

「あぁっ、あーっ、んぐっ、んぅ、うーっ」

　下腹部に焼けた鉄の棒でも入れられたのではという痛みに、リリアーナは涙を零す。だがカイ司祭はしっかりと手を握ってくれ、見守っていた。彼の想いに応えなければと思い、リリアーナは逃げ出したくなる痛みを懸命に耐える。

　そのうち最奥にトン、と何かが当たり、カイ司祭が荒々しく息をつく。

「……入りましたよ。馴染むまで少し休みましょう」

　繋がったまま体が重なり、彼がキスをしてくれる。

「ん……、んぅ、ふ、……ん、ちゅ」

　下腹部は痛いままだったが、労るキスが嬉しい。リリアーナも舌を動かし応えれば、いつものように優しく頭を撫でられた。

「痛かったですね。我慢して偉いですよ」

「私……、司祭様と一つになれたのですね。……嬉しい……っ」

　ポロポロと流れる涙も、カイ司祭が唇で吸い取ってくれる。

「あなたのナカは熱くうねっていて、想像していた通りとても具合がいいですよ。ジュルジュルと私をしゃぶって、いますぐにでも出してしまいそうです」

「司祭様のも……大きくて、熱いです……」

　幸せ――以外の言葉が見つからない。

　大好きな人を受け入れられたこの悦び以上のものを、リリアーナは知らない。

　聖王女であることを捨て、一人の女となる道を選んだのは、やはり間違いではなかったのだ。

「動く前に一度おマメで達っておきましょう。胸も弄ってあげますから、安心して」

　上体を起こし、カイ司祭はまずリリアーナの乳房を揉み始める。大きくて温かな掌に包まれると、この上ない安堵が産まれる。乳首をコロコロと捏ねられると、知らずと処女壷が屹立を締め付けた。

「ん……、あ……ン、ぁ……。きもち……」

　うっとりと目を閉じ、リリアーナは彼の手の甲に自らの掌を重ねた。そうするとカイ司祭の手の動きが分かり、彼がどんな風に自分を愛しているか知ることができる。

「こちらも気持ち良くしましょうね」

　胸元から腹部へとカイ司祭の手が滑り、極上の絹のような肌を楽しんだ。小さなおへそを指先でくじり、あえかな茂みをショリショリと弄ぶ。

　たっぷりと濡れた蜜口は、目一杯開ききって男を受け入れていた。その上にある肉芽はこれ以上ないほど勃ち上がっていて、ほんの僅かな刺激でもリリアーナを淫獄に叩き落としそうだ。

「たっぷり濡れて、スープに浮いた真珠のようですね」

　親指の腹で何度も撫でられて、リリアーナはすぐに快楽の虜になる。

「あぁんっ、ぁ、……っあぁ、好い、そこ、好いです……っ、きもち……っ」

　敏感な場所を弾かれるたび、リリアーナはぎちぎちと処女壷で肉茎を締め付ける。

「ほら、一度極めてしまいなさい。そうしたらきっと楽になりますから」

　余裕たっぷりという口調のカイ司祭だが、彼の額や体にもびっしりと汗が浮いていた。眉間に皺を寄せ気持ちを集中させないと、容赦なく搾られてすぐ吐精しそうなのだ。

「んっ、達きます……っ、神父様の言うとおり達きますからぁ……っ」

　膝を立て脚を大きく開いたまま、リリアーナは腰をくねらせる。しかし教え込まれた体は、カイ司祭が愛撫しやすいように腰を突き上げることをやめなかった。

　ぷちゅぷちゅと肉真珠をいじめられ、リリアーナはあっけなく埒を越える。

「あっ、ぁ、達く、達くの……っぁ、――――ぁ！　あっ、……あぁ、……あ」

　足の指で敷布を挟み、足をＭ字に開いたリリアーナは、それは淫らに極めてみせた。

「そろそろ……良さそうですね」

　喉元でゴクッと唾を嚥下したカイ司祭は、ゆるゆると腰を揺らしだす。同時に静止していた肉棒が蜜壷の中で蠢き、未知の感覚にリリアーナはまた悲鳴を上げる。

「ひぁっ、やぁ！　なんか……っ、変なのっ、やっ、動いたら駄目……っ」

　全身がぞわりぞわりと得体の知れない感覚に支配され、出会ったことのない淫悦を知ってしまいそうで本能が恐れた。

「リリアーナ、『駄目』と言ってはいけないと言ったでしょう。気持ち良ければ『好い』と言う。約束を忘れたのですか？」

「そんな……、ぁ、あぁ、これ、は……っ、好い、なのですか？　きもち、の？」

　自分の狭い孔を一杯に満たす質量が、ぬちゅぬちゅと前後し最奥の壁を優しくノックしてくる。必死に理性を保っていなければ、いますぐ獣のような声を上げてしまいそうだ。

「『気持ちいい』で合っていますよ。指や舌よりも、もっと気持ちいい行為なのですから」

「ん……っ、じゃあ、好い、ですっ。ゆっくり……してくださっ、あ、好い……っ」

　ハァハァと呼吸を繰り返し、リリアーナは目を閉じて新たな快楽と対峙する。

　いままで何度も愛したあの肉棒が、自分の体内に入って前後しているのだ。ただそれだけの行為なのに、こんなにも幸せで気持ちいい。不思議だと思う傍ら、リリアーナの腰も自然と揺れ動く。

　そのうちカイ司祭も無言になり、二人の荒々しい息づかいとリリアーナの嬌声だけが寝室に響く。呼吸音を聞いているだけで、こぢんまりとした部屋の湿度が上がったように感じるほど濃密な時間ときだ。

　ぐちゃぐちゃと蜜が掻き混ぜられる音も次第にスムーズになり、強く突き上げられても疼痛の中に快楽を拾うようになってきた。

「あ、あぁっ、……ぁ、好いの、好いですっ、もっと、してっ、ぐちゅぐちゅしてください……っ、リリアーナを愛してっ」

　いつもの〝おねだり〟をすると、「いい子ですね」と褒められリリアーナは蕩けるように微笑んだ。

　やがてカイ司祭の腰の動きが速まり、パンパンと腰がぶつかる打擲音が聞こえるようになる。強く揺さぶられてリリアーナの乳房がぶるんぶるんと揺れた。

「いやらしい胸ですね。私の動きに合わせてそんなに踊って。触ってほしいですか？」

「あんっ、ぁ、あぁ、触ってっ、くださ……っ」

　快楽の傀儡になったリリアーナは、素直に頷いた。するとカイ司祭はリリアーナの両乳首を摘まみ、コリコリと捏ねてくる。

「んあんぅっ、いっ……、好い、それ、い……っですっ」
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　思わず片手で枕を掴み、こみ上げる嬌声を抑えようともう片方の手が口を覆った。

　だが我慢を許さないカイ司祭は、リリアーナの口を覆った手をどけてしまう。

「好いのなら素直な声を聞かせなさい。私は素直な女性が好きですよ」

「んぁあっ、や、ち……くび、好いのっ、ずんずんしながら、もっと乳首コリコリしてください……っ」

　蕩けきったおねだりにカイ司祭は慈悲深い笑みを浮かべ、乳首を弄ったまま片手を肉真珠へもっていった。

「っあぁあ！　そこ、駄目ぇっ」

　膣内で快楽を拾い始めていたというのに、いきなり陰核に触れられリリアーナはビュッと潮を噴き陥落する。

「ふ、ちゃんと私を咥えながら達けましたね。いい子です。もっと沢山感じて達き続けなさい」

「あぁっ……!?」

　今度は秘部が天井を向くまで腰を抱え上げられた。真上から串刺しにされる格好でズボズボと肉槍が前後し、その間カイ司祭の指はリリアーナの肉真珠を刺激し続けていた。

「ぃやぁあっ、だめ、だめ、やぁあっ、達くの、また達くの……っぁ、――んンぅっ」

　掠れた声で叫んだあと、リリアーナは身をよじらせガクガクと震える。

「達け、何度でも達きなさい……っ」

　ドスドスと最奥を突かれ、時にねりねりと子宮口をいじめられてリリアーナは目を剥いて悶絶した。何度軽く気絶したか分からないし、意味不明な悲鳴を上げ続けたと思う。潮が止まらなくなって噴水のように噴き上げ、カイ司祭の腹を汚した気がした。

　意識も体もドロドロになったあと、カイ司祭が胴震いする。

「リリアーナ……っ」

　獣のような声で咆吼したあと、彼は一番深い場所まで突き上げキスをしてきた。

「んンーっ！　むぅぅうっ、んむぅっ」

　真上から押さえ付けられ、リリアーナは圧倒的な力と快楽に屈服する。

　そして自分の体内でカイ司祭の肉棒が膨れ上がり、ビクビクと震えながら精を吐き出す感覚に酔いしれた。

　最奥の壁が遠慮なく濡らされ、カイ司祭が言っていた「種付け」という言葉を思い出す。

　――この人の子がほしい。

　愛しさのあまりそう思い、眦から涙が一筋流れた。

　その後、意識が薄れて心地良い闇の中にふ……と消えてゆく。










　気がつくと周りはシンとしていて、室内に蝋燭が一本灯されているだけだ。

「……司祭様？」

　リリアーナは裸で寝かされており、起き上がると体から羽布団が滑り落ちる。

　裸足のまま寝台から下りると、窓から外を窺おうとした。

「！」

　その時体の奥からドロッと何かが漏れ出て、リリアーナはギョッとする。

　しかしすぐその〝何か〟の正体が分かり、愛しさのあまり一人笑みを零していた。

「……本当に聖なる方のお子を受胎できればいいのに」

　外はとっぷりと暮れていて、修道院の小山のようなシルエットが夜空に浮かび上がっている。

　ふと視線の先で陰が動いたかと思うと、修道院のほうから黒いローブとマントを身につけたカイ司祭がこちらにやってくるところだ。手には食べ物が載ったトレーを持っている。

　ほどなくして扉が開閉する音がし、「まだ寝てるかな」と彼が独り言ちる声が聞こえた。

「……お帰りなさい」

　とっさにフットスローで体を隠し、リリアーナはおずおずと寝室から顔を覗かせる。

「起きていて大丈夫なのですか？　体は辛くないですか？」

　少し焦った様子のカイ司祭が尋ね、大股に近寄ってくる。その反応が嬉しくて、リリアーナはキュウッと胸の奥が甘く締め付けられるのを感じた。

「もう夕方のお祈りは終わってしまいましたか？」

「ええ、お腹は空いていませんか？　理由をつけて頂いてきたのですが」

「司祭様は？」

「ふふ、まだです。なので理由をつけて二人分頂いてきてしまいました」

　見れば居間のテーブルの上に二人分の食事があり、リリアーナは思わずクスッと笑う。

「一緒に頂きます」

　それからリリアーナはローブを着て、カイ司祭と向かい合って二人きりの晩餐を過ごした。好きな人と二人だけの食事は楽しく、とても美味しい。会話が途切れず、笑顔が溢れる。

　毎日がこうだったらいいのに、とつい願ってしまった。

「……あと五日。毎日抱いて頂いてもいいですか？」

　食事が終わってカイ司祭が淹れてくれた紅茶を飲み、リリアーナは不安半分に尋ねる。

「あなたはこれからどうするのですか？」

　逆に尋ねられ、リリアーナは真剣な顔をし背筋を伸ばした。

「司祭様がここを出られるのと同じ日に、宿場町まで戻って供の者と聖都に戻ります。あちらで話が進んでも難航していても構いません。私はもう自分のすべきことを決めました」

　凛とした顔をカイ司祭はしばらく見つめ、ふと自分が座っているソファの隣を空けると、ポンポンと叩いた。

「こちらへいらっしゃい」

　呼ばれてすぐリリアーナはカイ司祭の隣に座り、抱き寄せられて肩に頭を預ける。

「いずれ私とあなたの道は交わるでしょう。それまで意に沿わない出来事があるかもしれませんが、リリアーナなら乗り越えられると信じています。皇帝陛下にもハッキリとご自身のお気持ちを伝えられるのですね？」

「はい。もう迷いません」

　この優しく愛しい人を得られるのなら、皇帝にだって神にだって背いてみせる。

　優しげなリリアーナの面差しの下で、確固たる意志が根付いていた。

「では、別れの日まであなたはここでお過ごしなさい。この小屋は私が一人で掃除をしていますし、呼ばなければ誰も訪れません。あなたは故郷に帰ったことにすれば、修道院にいなくても訝しまないでしょう」

「……そう、します」

　一瞬キリエの顔が頭に浮かんだが、「ごめんなさい」と心で詫びた。

　キリエは大切な友人で、彼女にだけは事情を話したい。しかし彼女もカイ司祭を想っているか分からないし、嫉妬を味わわせたくないと思ったのも事実だ。

　自分があれほど苦しんだのだから、恐らく嫉妬の苦しみはみな同じように感じるのだと思う。自分とキリエ以外の女性たちも、もしかしたら嘆いているかもしれない。

　穏やかな修道院の生活を、わざと引っかき回す理由はない。






　　　＊＊






　それからカイ司祭が修道院を離れるまでの五日間、リリアーナは時間があれば彼と交じり合っていた。

　体の最奥まで熱い楔を突き入れられ、激しく穿たれると寝台がギシギシと悲鳴を上げる。

　彼が覆い被さってくれば脚を開き、または彼の上に跨がって奔放に腰を振った。ある時は向かい合って抱き合い、カイ司祭に乳房を吸われながら吐精される。背後から獣のように突かれ、または鏡の前で結合部を見せつけられたこともあった。

　リリアーナの体で彼の指と舌が触れていない場所はなく、時に後孔まで舐められ指を入れられることもある。

　すっかり膣内で感じることに慣れ、リリアーナは急激に女として花開いていった。






　しかし時は無情に過ぎ去り、六日目の朝がきた。

















第六章　謁見












　潮が引いて現れた石畳の上を、カイ司祭を乗せた馬車が走り去ってゆく。

　ここを訪れた時に着てきたドレスを身に纏い、マントを羽織ったリリアーナは、迎えを待つ傍らいつまでもそれを見送っていた。

「リリアーナ」

　その背中に話しかける声があり、彼女は飛び上がるほど驚いた。

「キ、キリエ……!?」

　背後にいたのは、キリエだ。黒髪を潮風に嬲らせ、少し罰が悪そうな顔で微笑んでいる。

「カイ司祭様、行ってしまわれたのね。他の方々も悲しまれるわ」

「い、いつから……」

　驚いたまま口を閉じられないリリアーナに、キリエは苦笑いをしたあと抱きついてきた。

「ごめんなさい。リリアーナには嫌な思いをさせてしまったわ」

「え……」

　ドキッと胸が一つ撥ね、リリアーナは顔を引いてキリエの顔を見る。

「あなたがカイ司祭様を想っているのに気付いていながら、私は彼の周りをうろついていたわ。嫉妬したでしょう？　悲しい思いをさせたわよね？　本当にごめんなさい」

「そ……、それは……」

　図星を突かれ、なんとも言えずリリアーナは気まずく黙り込む。

　それでもキリエとは、このまま黙って修道院を出て行くともう会えないと思っていた。なので彼女と話せたのは純粋に嬉しい。

「カイ司祭様がね、昨日の晩にこっそり教えてくださったの。『明日の朝リリアーナ様がここを発つから、見送って差し上げなさい』って」

「カイ司祭様が……」

　優しい彼のことだから、リリアーナの未練を見抜いていたのだろう。

「だから、最後にこうやって話せて本当に良かった。許してだなんて言えないけれど、ごめんなさいと言わせて」

　涙交じりに言われ、リリアーナもブンブンと首を振る。

「いいえ！　私こそ醜い嫉妬にかられて、キリエを避けていてごめんなさい。あなたの明るさや優しさに、真っ先に救われたのは私なのに……」

「嫉妬心なら分かるつもりだわ。これでも私、恋をしているもの」

「恋を？」

　それは、カイ司祭のことだろうか――。

　そう思った時、キリエが宿場町のほうを見て指をさす。

「どうやらあなたのお迎えが来たようよ。これから試練があるようだけれど、あなたの成功を祈っているわ」

　見れば見覚えのある馬車が、宿場町からこちらに走ってくるところだ。

「キリエ、本当に話せて良かったわ。ありがとう」

「いいえ、こちらこそ。私たちずっと友達よ。またいつか会えたら、その時は宜しくね」

「ええ」

　この広い大陸にいて、「いつか」はあるのだろうか？　この修道院にいるキリエに、その機会はあるのだろうか？　と思ったが、リリアーナは快く頷く。

「姫様……！」

　遠くからじいやの声が聞こえ、随分久しぶりに聞く彼の声にリリアーナは破顔した。

「じいや、腰は大丈夫なの？」

「ええ、宿に腕のいいマッサージ師がおりまして……。ですが申し訳ございませんでした。手違いがあって、修道院に送る予定だった間者と連絡が取れずそのままになっておりまして……」

　面目なさそうに頭を下げるじいやの白髪頭を見て、リリアーナは「え？」と大きな声を上げていた。

　間者はカイ司祭ではなかったのだろうか？

　彼は司祭の格好をしてまで、国王側の「男に慣れて、その気になったら皇帝の妻となるべく修道院から出てきなさい」というメッセージを暗に伝えていたのでは――？

「あ……、あの。カ、カイ司祭様という方を知っている？」

　震える声でじいやに尋ねても、彼は白い眉毛の奥で目を丸くさせるだけだ。

「はて……。この修道院にお勤めする聖職者は存じ上げませんが……」

「…………」

　顔から表情を失い、リリアーナはその場に棒立ちになった。

　周囲が真っ暗になり、足元が崩れ落ちていった心地になる。

（だとしたら、彼は本当に普通の聖職者で、お勤めがあってこの修道院を離れていった？　連絡をとる手段もなく、もう……会えない？）

　冷や汗がたらたらと流れ、背筋が寒くなる。胸の奥にぽっかりと黒い穴が空いた気がして、酷く心許ない。

　よたり、と一歩よろけたリリアーナを、じいやとキリエが支えた。

「リリアーナ。愛の女神の祝福を得たあなたは、いつか真実の愛を得るわ。それを信じて」

　耳元でキリエが囁き、とん、とリリアーナの背中を叩いた。

　ハッとして彼女を見れば、力強く頷いている。

「そう……ね。私、信じないと」

　ぼんやりと呟いたリリアーナに、じいやがそろりと切り出した。

「リリアーナ様、国のことは帰路の馬車でお話しします。レディ、いままで姫様をありがとうございました」

　じいやにうながされ、リリアーナはのろのろと馬車に向かって歩む。

　その背中に向かって、もう一度キリエが声をかけた。

「主神ラキアとその妻シィラは、愛し合う者たちの味方よ。それを覚えていて！」

　以前ならすんなりと頷けた信仰も、いまのリリアーナに届いたのか届いていないのか。

　もう一度キリエにさようならの挨拶をして、リリアーナは馬車に乗り込んだ。










「王都では、ゲルト殿が居座って正直苦しい状況でした。姫様が戻るまでここにいると言い張り、我が儘は言わないものの我らとしては非常に辛く……」

　馬車内でのじいやの言葉も、リリアーナは半ば放心して聞いていた。

「結局、秘密裏に手をまわして『皇帝陛下と結婚するつもりはないか？』と尋ねた他国の姫君たちも、皇帝陛下の意志に逆らうのが恐ろしいようで、良い返事をもらえませんでした。もしかしたら、帝国から周辺国になんらかの圧力があったのかも分かりません」

「そう……」

「そんななか姫様から『皇帝陛下に直接お断りをする目通りを』というお手紙があり、我らとしても慌てふためいております。姫様、『想う相手ができた』など世迷い言でしょう？　いつの間にそんな……。いや、その手で断るというのも良い手なのでしょうか？」

　ぶつぶつと言うじいやをよそに、リリアーナは馬車の窓から空の彼方をじっと見つめていた。
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　また十日近くをかけて聖都に戻り、リリアーナは父王と母、弟のカルディスに熱烈な歓迎をされた。

　たった数週間離れていただけで、リリアーナのことを大好きで堪らないこの家族は涙ぐんでいる。

　しかしそれで終わる訳ではなく、感動の再会の場にはゲルトという名の赤毛の男性が立ち会っていた。

　スラリと背が高く騎士のように立派な体躯を持つ彼は、リリアーナの目の前で跪き魅力的に微笑んでみせる。

「修道院での〝行儀見習い〟ご苦労様でした。もう立派な聖王女殿下となられましたから、我が皇帝陛下の前にその花の顔かんばせを見せてくださいますね？」

　跪いているというのに、彼からは「嫌とは言わせない」という圧がある。

　気は重たいが、リリアーナも己の決意を覆すつもりはなかった。

「お会い致します。陛下の意に沿うお返事はできないと思いますが、お顔を見て私の気持ちをお伝えしたいと思います」

「それは結構でございます。今日お休みになって頂き明日、帝国に向かって出発致します」

　慇懃な態度ながらも、ゲルトの口調には「これは決定事項だ」という強い意志が感じられる。

「……ええ。分かりました」

　返事をするリリアーナは、まだカイ司祭と二度と会えないかもしれないというショックから立ち直れていなかった。
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　リリアーナが自室でぼんやりと休んでいる間、帝国に随行する使用人や護衛などは、忙しく準備に追われた。

　帝国に向かう隊列が編成され、リリアーナの身の回りの物をまとめる。彼女がどのような返事をして、どんな結果になるか分からないが、着の身着のままで帝国に向かう訳にいかない。

　夜通し準備が行われたあと、翌日の昼前に聖都の城門を隊列が出発した。

　リリアーナはゲルトと馬車に同乗し、正直見張られている気持ちがしていい気持ちではない。

「皇帝陛下はとても聖王女殿下を熱望しておられます」

「そうですか」

「各国の姫君から引く手あまたの我が主が、あなたしか要らないと仰っているのですから、もう少し喜んでくださっても良いと思うのですけれどね？」

「いままで面識がございませんでしたし、あまり良い噂も耳に入りませんでしたから」

　ゲルトという男は一筋縄ではいかない人物のようで、表面上にこやかに接していながらも、その奥でリリアーナをねちねちと責めている雰囲気がある。

　それに対し、リリアーナも思わずそっけない返事をしていた。

「噂……ですか。権力者にはつきものだと思いますけれどね？　禿頭の巨躯と言われた王が、実は若い美丈夫だったというのはよくある話でしょう。噂など、所詮人々が面白おかしく作ったものに過ぎません。その人の本質を一つも現していないのですから、信じるに値しません。また、それを真に受けるというのも少々……」

　最後の煽るような一言にリリアーナはムッとし、今まで決して目を合わせようとしなかったゲルトを少し睨む。

「火のない所に煙は立たないと申します。噂を作られる側にも、多少の非はあるのではありませんか？」

「……手厳しいですね」

　やれやれ、というようにゲルトが首を振り、リリアーナはまた窓の外を見る。

　ここでどれだけ言い合いをしても、自分がいま帝国に向かっている事実は変わらない。また、カイ司祭がいまどこの土地にいるのかさえ、リリアーナには分からないのだ。

（どこにいらっしゃるの、司祭様。私がもしあなたのお子を身ごもっていたら、会いに来てくださいますか？『この行為に責任をとる』と仰いましたよね）

　心の中でどれだけ問いかけても、誰もいらえることはない。










　隊列はおよそ二十日をかけ、帝国ゴルトベルクの首都・エヴィルバルトに着いた。
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　帝国につき休憩を二日とったリリアーナは、聖王女の正装を身に纏い謁見の間に向かった。

　胸の谷間を見せないドレスは、レースの襟がふんわりと顔の周りを覆っている。豊かなシルバーブロンドは複雑な形に編み込まれ、真珠がついたヘッドドレスからヴェールが腰まで下がっていた。袖は中の布地を見せるスラッシュがやはり真珠で飾られ、垂れ袖ハンギングスリーブがひらりと風にそよぐ優美なものだ。

　ドレスの銅部分は白地に金糸で豪奢な刺繍が施され、腰からまっすぐに真珠であしらった飾りプレシャが下がっていた。

　しずしずと城内を進むリリアーナを、ビシッと立った衛兵たちは思わず目で追う。

　それほどに正装に身を包んだリリアーナは、高貴な美しさを醸し出していた。

　もし彼女が宝石でできた杓を持ち、凛とした声音で命令をくだしたのなら、誰もが従ってしまう。――そんな気高さがある。

「ラディローズ聖王国の聖王女殿下、リリアーナ様がお目見えです」

　リリアーナの姿を認め、扉の前にいた呼び出し係が朗々とした声で告げた。

　すると荘厳な飾りを施された巨大な扉が、ゆっくりと内側へ開いてゆく。

（覚悟したのだから、ちゃんと伝えなければ）

　直接皇帝を見ないよう目の前にある赤い絨毯に視線を落としたまま、リリアーナは深くお辞儀をする。そしてしずしずと謁見の間に入っていった。

　謁見の間は巨大な空間で、高い天井には恐らく宗教画も描かれてあるのだろう。

　だがリリアーナは顔を伏せたまま、赤い絨毯だけを見つめて失礼にならない速度で歩み続ける。

　両側には大勢貴族や臣下たちが立っていて、みな口々にヒソヒソと何事かを言っている。

　敵国とも言える帝国のまっただ中に、リリアーナはたった一人だ。

　決して負けてなるものかと腹の底に力を入れ、玉座から適切な場所で立ち止まると、もう一度深くお辞儀をした。

　頭を下げたまま、口上を述べる。

「聖都ラディアより、聖王女リリアーナが参りました。このたびは栄華を極めるゴルトベルク帝国を訪れることができ、この上ない幸せに存じます。皇帝陛下ユリウス様におきましては、ご機嫌麗しく存じます」

「よそよそしい挨拶は結構です。それよりも大陸一の美女と名高い、ご尊顔を見せてはくれませんか？」

　――え？

　その声の響きにリリアーナは固まり、心の中で答えを出せないままゆっくりと顔を上げた。

「――――ぁ」

　リリアーナの視線の先、豪華絢爛な玉座に座っているのは、よく知っている〝彼〟だ。

　髪の色こそ漆黒ではなく金髪だが、明るいブルーアイとその顔立ちを忘れるはずがない。
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「ど……して……」

　金色の目をまんまるにし、リリアーナはパクパクと口を喘がせる。

　玉座に座り重たそうな衣装を着て、何やら意味ありげに微笑んでいるのはカイ司祭その人だったのだ。

「はじめまして。リリアーナ聖王女殿下」

〝彼〟に名前を呼ばれ、体の最奥がきゅうんと甘く疼く。

　いますぐ駆け寄って抱きつきたい衝動を必死に抑え、リリアーナは楚々とした態度で頭を下げた。

　ただしその体は酷く震え、顔色も青くなったり赤くなったりを繰り返している。

「腹心のゲルトから、聖王女殿下が何やら仰りたいことがあると聞き及んでいましたが？」

　すべて知っているという笑みを向けられ、リリアーナは何と言っていいのか分からずまごつく。

　つい先ほどまで、きっぱりと皇帝の求愛を断る覚悟でいた。

　だというのに、皇帝その人が愛した〝カイ司祭〟だったなら、リリアーナはどうすれば良いのだろう？

　張り詰めていた気持ちの行き場がなくなり、昂ぶった感情はとうとう涙となって溢れてしまった。

　謁見の間に小さく嗚咽する声が聞こえ、貴族たちがざわざわと騒ぎだす。

「――静かに。聖王女殿下はまだ長旅が堪えているようだ。聖王女殿下、お運び頂き感謝します。まずは自室に戻られ、ゆるりとお休みください。のちに、私がそちらに足を運びましょう。もとより求婚していたのは私ですから」

「は……い」

　労る声も〝カイ司祭〟のままだ。

　どうしていいのか分からず途方に暮れたリリアーナは、一礼をすると逃げるように謁見の間を後にした。

















第七章　相思相愛の果ての真相












「皇帝陛下がおいでになりました」

　着替えたリリアーナが茫然自失としていると、部屋にゲルトがやってきてそう告げる。

「えっ!?」

　どんな顔をして皇帝――カイ司祭に会えばいいのか分からず、リリアーナは慌てふためく。

　しかしゲルトは部屋に控えていた侍女などを全員下がらせたあと、ユリウスを招き入れ自分も出て行ってしまった。

　どうしたらいいのか分からないリリアーナは、とっさに豪奢な刺繍が施されたカーテンの陰に逃げ込んだ。

　上質な絨毯を踏む靴音がして、部屋の中ほどで音が止まった。

「……かくれんぼをしているのか？」

　それまでの〝カイ司祭〟の口調とも違い、〝皇帝陛下〟のそれとも異なる声が、笑いを含めて問う。

「…………」

　しかし顔を真っ赤にさせたリリアーナは、何を言えば正解なのか分からなかった。

　聞きたいことは山ほどあるのに、何一つ頭の中でまとまらない。一つでも口にしてしまえば、するべき質問の前に圧倒的な感情が溢れてしまいそうだ。

　結果、カーテンの影で息を殺していたのだが――。

　靴音がまた聞こえ、リリアーナの元までやってくる。

　すぐ斜め上で溜め息が聞こえたかと思うと、リリアーナはカーテンごと抱き締められていた。

「……色々、謝る」

　やはりその言い方は〝カイ司祭〟のものではない。

　けれど、リリアーナが愛した人の声他ならない。ここずっと、聞きたくて堪らなくて、夜ごと涙で枕を濡らした。その声が、耳元で謝っている。

「嘘……だったのですか？」

　くぐもった問いに、彼が苦笑した。

「あなたは最初から私の求婚に乗り気じゃなかっただろう。本当なら、君が神学校を出る二十歳まで待つタイミングで、正式に輿入れを望んでいたが……。あなたは陸の孤島に逃げてしまった」

「……ごめんなさい」

　素直に謝るリリアーナの頭を、ユリウスはカーテン越しにポンポンと撫でる。

「謝る時は私の目を見て謝りなさい。そこから出ておいで。リリアーナ」

　ユリウスが数歩離れる気配があり、リリアーナもおずおずとカーテンから姿を現した。

「……神父、様……」

　目の前には輝かんばかりに美しい人がいる。いまは法衣ではないし眼鏡もかけていないが、〝彼〟は〝彼〟だ。

「おいで」

　両手を広げたユリウスの腕の中に、今度こそリリアーナは迷わず体を預けた。
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「あ……っ、あ、んっ、んあ、ぁあっ」

　豪華な寝台の上でリリアーナは半裸のユリウスに組み敷かれ、ガツガツと腰を振られていた。

　久しぶりに味わう肉棒は、相変わらず大きくて硬く気がおかしくなりそうなぐらい気持ちいい。

　リリアーナも貪婪に腰を振り、積極的にキスを求めていた。

「あ……っ、会いたかったの……っ、好き、すきっ」

　両手でユリウスの体を撫で、顔を撫で、金髪を梳くしけずる。

「私も……っ、あなたを抱きたかったっ」

「あんぅうっ、んぁあっ、ん、あっ、ああぁっ」

　最奥まで突き上げられ、ぐりぐりと腰をまわされる。子宮口をいじめ抜かれ、リリアーナは口端から涎を垂らして悶えた。

「も……っ、離さないでっ、どこにも行っちゃ、やぁあっ」

　両脚をユリウスの腰にしっかりと絡め、リリアーナは希う。

「ん……。結婚してくれるだろう？　リリアーナ。私はあなただけを見つめ、あなただけを愛する」

　トントンと最奥をノックし、ユリウスが何度も口づけてきた。

「しますっ、結婚、しますっ。一生あなたのお側にいさせて……っ」

　涙目になったリリアーナは、その涙が再会の喜びなのか快楽によるものなのか分からない。ただ、とてつもなく幸せだということは分かっていた。

　リリアーナの答えを聞き、ユリウスはクシャッと笑う。

「良かった……。ずっとその言葉を望んでいた……っ」

　ご褒美と言わんばかりに肉芽を弄られ、リリアーナはあっけなく埒を越える。

「んあぁあっ、そこっ、おマメっ、だ――、ぁ、好い、のぉっ」

「駄目」と言いかけ、すんでの所で教え込まれた言葉を口にする。

　ビクビクとユリウスの屹立を締め付け弛緩していると、体を抱き上げられ彼の膝の上に跨がる格好になった。

　ユリウスは寝台の端に座り、リリアーナの尻たぶを掴み猛然と突き上げる。

「ん、ん、ぁ、あ、あぁあっ、深いっ、ぁ、あーっ」

　突き上げつつもユリウスは、目の前にあるリリアーナの乳房をしゃぶってきた。リリアーナも教え込まれた通り、彼が舐めやすいように両手で自らの乳房を支え差し出した。

「ん……っ、美味しい。リリアーナ、あなたは最高の女性だ……っ」

　リリアーナを見て彼が青い目を細める。その笑顔を見ただけで愛しさが溢れ、リリアーナは彼の首に腕をまわし深く口づけた。
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「ん、んぅ、むぅ……んーっ、ん、ちゅ、あ……っ、はぁ、んむぅ」

　何度も顔の角度を変えて深いキスをし、舌と舌で互いを探り合う。

　烈しい法悦を味わっている最中、尻を掴んでいたユリウスの指がリリアーナの菊座に当たった。

「んーっ！」

　ビクンッと体を震わせ、リリアーナはユリウスの舌をしゃぶりながら達する。彼女にきつく締め上げられたユリウスも、リリアーナの唇を味わい彼女の最奥で遠慮なく精を放った。

「ん……っ、ん、ちゅ、あ……っ、もっとキス……、ん……」

　自身の中でビクビクと震える肉棒を愛しく思い、リリアーナは上下の唇で愛しい人をしゃぶりあげた。

　――もう絶対この人から離れない。

　胸に新たな決意を固めたリリアーナの蜜口から、愛蜜と白濁が混じったものがゴポリと漏れ、肉棒を伝った。
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「会ってみなければ、その人がどういう人なのか分からないだろう？」

　ベッドの上で二人は抱き合い、ユリウスは半脱ぎだった服をすべて脱ぎ捨てていた。

「……あなたの中身は何も変わらないのですね」

　ちゅ、と自らユリウスの頬にキスをし、リリアーナはうっとりと頬をすり寄せる。

「聖王家が聖王女を大事にしているのは分かっていた。だがそれも、あなたが二十歳になるまでだ。成人すれば周辺国の王侯貴族が、いまだと言わんばかりに求婚するのは分かっていた。そうなる前に、私はどうしても手を打ちたかった」

「……実際お会いできたのは良かったですけれど。修道院まで来ることはなかったのでは？」

　そう問うリリアーナの頬を撫で、ユリウスは彼女の額にキスを落とす。

「だがあなたの中には〝誤解〟がある。後宮に大勢女がいるとか……そういう噂を信じて、あなたは雲隠れしてしまっただろう？　ならば私が直接赴いて、私自身に惚れさせれば手っ取り早い。それに……、先に既成事実を作って種付けもできたしな」

　悪戯っぽい笑みと共に下腹部をトンとつつかれ、リリアーナは顔が爆発するのではというほど赤面した。

「ご、誤解というのは本当ですか？　本当に愛妾が大勢いたり、夜な夜な……その、酒池肉林を……」

　ごにょごにょと言葉を濁すリリアーナを見て、ユリウスは笑いだした。

「確かにあなたなら腰が立たなくなるようにできるが、不特定多数の女相手にそんなことはできない。そもそもあなた以外の女性に、なんの魅力も感じないというのに抱く理由がない。後宮は確かに歴史上使われていたから存在しているが、いまはもぬけの殻だ」

「では……どうしてそんな噂が……」

　呟いたリリアーナにもう一度キスをし、ユリウスは「それなら見に行って説明しようか」と起き上がった。

「もしあなたが気に入ってくれるなら、後宮をまるごとあなたの管理下におきたい。住んでも構わないが、どうせなら私とすぐに睦び合える距離が好ましいが……」

　服を着始めるユリウスを真似、リリアーナもファウンデーションを用いない簡単なドレスに袖を通した。

「色々……。色々な話をしよう。私がなぜあなたに求婚したのか、そもそものきっかけを教える」

　襟を整えるユリウスの横顔は文句なしに格好いいが、その表情には影があった。

　修道院にいた女性たちのように、ユリウスにもきっと人に言えない事情があるのだろう。そう察し、リリアーナは彼が自ら口を開いてくれるタイミングを待つことにした。
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　広大な王宮の敷地内に後宮はあり、中央宮殿から馬車で三分もかからない。

　中央宮殿と比べると優美で女性的な作りの建物は、正面の門に女神像や天使など、精緻な彫刻が彫り込まれていた。

「見ての通り、ここは誰も住んでいない。毎日清掃の者が入るし綺麗にしてあるが、それだけだ」

　ガランと広い玄関ホールに入ると、頭上のドームから日差しが降り注いでいる。陽の光が当たる場所に中庭があり、噴水があり、花壇には色とりどりの花々、また南国より取り寄せた木々が植えてあった。小鳥も放し飼いになっているようで、ときおり小さな羽ばたきや美しい囀りが聞こえる。

「ずっと昔は、ここに数百人単位の女性が皇帝のお渡りを待っていた。まったく精力があるにも程がある。私はただ一人を想うだけで心が張り裂けそうだというのに、過去の皇帝はどんな心境だったのだろうな」

　ゆったりと進んだユリウスは、中庭にあるベンチに座る。

　そして自分の隣をポンポンと叩いたので、リリアーナも彼の横に腰掛けた。

「リリアーナ。これを……覚えていないだろうか？」

　そう言ってユリウスが懐から出したのは、薄いピンクのガラスでできたペンダントだ。彼が持つには可愛らしく子供っぽいそれに、リリアーナの記憶がチリッと刺激される。

　薄いガラスのペンダントは、一般にラキトと呼ばれる護符だ。

　教会に行けば様々な色や模様の入ったラキトが販売されていて、誰でも手軽に買うことができる。またそれが割れた時、願いが叶うと言われていた。

　ユリウスのラキトは半分から斜めに割れていて、それを金継ぎで再度くっつけてある。一度割れたら土と水に返すとされている護符を、ユリウスは後生大事に持っているのだ。

「覚えて……って……」

　二神教の信者である限り、リリアーナもラキトを必ず目にしている。

　彼女自身もお守りに頼っていた時期があった。しかしいまは、毎日の祈りを欠かさず誠実に生きていれば、願いが叶うだろうという大人の思考に変わっている。

「私……。幼い頃にそれと似た物を大事にしていた気がしますが……。まさか……」

　しかし〝その頃〟は五歳ぐらいで、記憶もおぼろげだ。

「あなたは覚えていなくても、仕方がないかもしれないな。だが俺はあなたの存在に、本当に救われたんだ」

　リリアーナの髪を撫でて口づけ、ユリウスはゆっくりと過去を語りだした。

















第八章　恋に落ちた日












　十三歳のユリウス少年は、巨大な帝国の帝位継承権第一位を持ち、それは手をかけて育てられた。ほしい物で手に入らない物はなかったし、表向き彼に逆らう者もいない。

　しかし「幸せか？」と問われると、彼は頑なに「幸せではない」と首を振る。そんな少年だった。

　父は政に夢中で、家族を顧みない典型的な支配者だ。夜ごと後宮に行っては母ではない女と睦び、ユリウスの顔を見に来ることもない。

　美しく優しい母は籠の中の鳥という印象があった。だがそんな彼女も儚い人となり、「体が弱く病死した」と公表される。

　しかしユリウスは実母の死の真相を知っていた。

　彼女は一番大きい顔をしている側室に毒殺されたのだ。後宮には大勢〝皇帝の女〟がいて、それぞれ位のある側室がいる他、愛妾もいる。それらを束ねた後宮を、柳のように優しい帝妃が取り仕切っていたのだ。

　誰が見ても帝妃には無理だと思う大役を、周囲は特に何も言わず放置していた。帝妃の味方となる侍女などは細やかな悩みを聞いていただろう。しかし権力のある者で、彼女が辛い思いをしないように取り計らう者は皆無だった。

　後宮でどのような蠱毒があったのか分からない。だが帝妃は徒党を組んだ女たちにいたぶられ、絶望のうちに毒を飲んだのだろう。

　ユリウスは供のじいやを連れ、ただ一人母の墓前に立つしかできなかった。

　自分の力不足を恨んでも、何もしなかった父や憎い女たちに赫怒かくどしても、彼はまだ皇太子でしかない。

　そのうちユリウス自身も命を狙われるようになった。

　父の気に入りである側室が、自分の子をいずれ皇帝に……と願い、邪魔者であるユリウスを排除しようと画策し始めたのだ。

　何より食事に毒が入っていないか気を遣い、騎士たちと体を動かす最中に命を狙われないか、いつも気を張っていた。哀れな毒味係は、何人も命を落とす。

　何もかも嫌になり人間不信になったユリウスは、「休養」と称して帝国の端にある保養地へ向かった。

　森と湖に囲まれた静謐な土地で、彼は自身の〝運命〟と出会ったのだ。










「お魚、とれる？」

　鏡のように透明度が高く凪いだ湖に釣り糸を垂らしていた時、背後から幼い声がした。

「！」

　この土地に来て気が緩んでいたユリウスは、ビクッと大げさなまでに体を跳ねさせ背後を向く。これが帝都なら、もうとっくに喉笛を掻き切られていただろう。

「……何者だ」

　側にいたのは、淡いピンクのヒラヒラとしたドレスを着た、まだ五歳ぐらいの少女だ。

　日差しに銀色の髪が煌めき、先日散策した時に見た滝のようだと思った。何より大きな目は蜂蜜に似た金色で、見ていると吸い込まれそうな美しさがある。

「リリィはリリィよ」

　幼い彼女はきょとんと目を丸くし、答えになっているのか分からない返事をする。

　その邪気のない顔を、ユリウスはしばらく凝視していた。

　彼にとってすべての人間は〝自分の敵〟か〝自分の配下〟でしかない。目の前の少女が自分に害をなすかどうか、真剣に考えていたのだ。

「お兄ちゃん、お顔の色が悪いのね。目の下にクマさんができているわ」

　しかしユリウスの心情など知らない少女――リリィは、小さな手で頬を撫で、酷いクマができた目の下をそっとなぞる。

　気遣う手で顔に触れられた時、ユリウスはフ……ッと強張っていた顔と体を解放した。

　目の前の存在は、〝見た通り中身も無垢〟だと判断したのだ。










　それからリリィ――リリーという名前なのか分からない――は毎日ユリウスを訪ねた。

　湖の保養地は別荘が沢山建っており、各国の王侯貴族が滞在することもあって、彼女が何者かは分からない。

　リリィに名前を聞いても、フルネームなのか愛称か分からない名前しか言わない。どこの国の人間かと尋ねても、「秘密」と微笑む。

　恐らく五歳ながらも身分ある立場を自覚しており、他人に容易に自身のことを知らせてはいけないと教わっているのだろう。

　正体が分からないのは腑に落ちない。それでもユリウスは生まれて初めて、なんの疑いもなく誰かと二人きりになり真情を吐露することができた。

　幼くてどこかぼんやりしている彼女を前にすると、誰にも言えなかった弱音すら口にできる。

「母を……亡くしたばかりなんだ。毒婦たちにいびり殺されて……。母上は本当に可哀相な方だった」

「お母様が亡くなってしまったの？　お兄ちゃん可哀相……」

　リリィは手を伸ばし、ユリウスの金髪をいい子いい子と撫でた。

　誰にもされたことのない温かな感触に、ユリウスは目を細め項垂れる。子供としか言いようのないこの少女の中に、無限の母性と慈しみを感じたのだ。

　ユリウスが〝どこの誰〟であるかなど、リリィは知らない。

　彼女から与えられるのは、打算が一切ない純粋な優しさと善意だ。人から愛されることを渇望していたユリウスは、リリィと会うたび彼女に依存していった。

「リリィはね、あと三日で国に帰るの」

「え？」

　しかしある日突然別れを告げられ、ユリウスはこれ以上なく狼狽した。

「リリィはどこの国の誰なんだ？　また会えないか？　俺は絶対に会いたい。君ならこの先ずっと一緒にいても、俺は俺らしくいられると思うんだ。頼む！」

　リリィの細い肩に手を置き、ユリウスは必死に彼女の正体を乞う。

　これから自分が帝都に戻ったとしても、リリィに側にいてほしい。どれだけ権力を使おうが、もしかしたらリリィや彼女の家族の意に沿わなくても、なんとしてでも彼女がほしい。――そう心から願った。

　その必死さが伝わったのか、リリィは「んー」と迷う。

　ユリウスの手をそっとどけ、彼女は首に提げていたラキトを外した。薄いピンクのそれは、少女らしい色合いでリリィによく似合っている。

「これをあげるわ」

「ラキト……。でもリリィは何か願い事があるんじゃないのか？」

　ユリウスの掌に薄い円形のガラスが置かれ、彼はしげしげと願いを模した形を見る。

　帝国領も二神教が幅を利かせる土地だが、ユリウスはいままで何かに願いを託そうと思ったことはなかった。

「お兄ちゃんに辛いことがあるなら、これを見てリリィを思い出して。神様とリリィがきっと遠くから力を貸すから。願いが叶って割れたら、ちゃんと神様に感謝して半分は土に埋めて、半分は水に返してあげてね」

　ユリウスにラキトを握らせ、リリィが微笑む。

「そのラキトが割れてもまだお兄ちゃんが辛い思いをしていたら、今度はリリィが会いに行ってあげる。リリィはね……、あ。……秘密」

　何かを言いかけたリリィは途中でごまかし、ラキトを握ったユリウスの手をポンポンと撫でる。

「リリィは……なんだ？　何でもいいから教えてくれ」

　彼女に触れられるたび、人の手はこんなにも温かく優しいものなのだと知る。自分がもっと大きく逞しくなったら、必ずリリィを抱き締め彼女を撫でて甘やかしてやろうと決意した。

「うーん。リリィはね。ちょっと偉いの。だから、お兄ちゃんが悲しくしていたら、神様にお願いができるの」

「ふぅん？」

　小さな子の体温を腕に感じ、ユリウスは「いまはこれでいいか」と微笑む。

　まだ自分は〝蔑ろにされる皇太子〟に過ぎず、帝国で権力を持っていない。本当にリリィを望んで帝妃にしたいのなら、相応の力を持つことが先決だ。

　それにリリィが「ちょっと偉い」と言うだけあり、彼女が身分ある立場なのも確かだろう。

　ならばまず、自分が彼女を求めるに相応しい存在にならなければ。










　自分がすべきことを決めたあと、ユリウスは残り三日をリリィと心置きなく遊んで過ごした。湖の畔を走り、無邪気に水を掛け合う。

　一度リリィがバシャンと水の中に落ちてしまった時は焦ったが、彼女が屈託なく笑ったのでホッとする。

　その時、水にドレスの布が浮き、彼女の内腿に小さな痣を見つけた。

「リリィ、それは？　ケガをしたのか？　痣か？」

　驚いて彼女の脚を開かせると、リリィはきょとんとしたまま「ああ」と頷く。

「これは生まれつきなの。家系でこういう痣を持つ人が、たまに産まれるのですって」

「ふぅん……」

　少しでもリリィを再度探す時の手がかりになるのなら、とユリウスは痣を脳裏に刻みつける。

　それは、どこか翼の形に似ている気がした。しかし大陸内に鳥類やグリフォンなどを模る家紋は数多くある。

「あとでゆっくり探すことにしよう」と決め、ユリウスはリリィを助け起こした。










　保養地でリリィと別れたあと、ユリウスはすぐ帝都に戻った。

　それまで人間不信でくじけそうになっていた心は英気を養い、野心に満ち溢れていた。

　元々皇太子として高度の教育を受けていたが、身の入れ方が変わった。また政にも積極的に参加し、周囲の派閥を知り誰に発言権があるかなどつぶさに観察してゆく。

　そして彼が十七歳になった時には、帝都にいる貴族のほとんどを味方につけていた。

　父はユリウスが差し向けた宴などで過剰に肉や酒を摂取し、また過労と度重なる女との行為が祟ったのだろうか。ある日ぽっくりと天に召され、国を挙げた葬式が挙げられた。

　表向きは悲しんでいたが、ユリウスは「邪魔者が一人いなくなった」とほくそ笑む。

　次に取り掛かったのは腐敗しきった貴族と、後宮の掃除だ。

　あれだけ「怖い」と思っていた側室も、いざ自分が皇帝となり絶大な権力を持てば敵ではなかった。庶子たちともども二度と刃向かえない場所に送り、監視も付ける。

　あとは周辺国と平和的に話し合い、いままで得た知識で自国も相手国も得をするやり方で〝味方〟を作ってゆくのみ。

　そして、本格的な〝リリィ探し〟が始まった。










　銀髪に金色の目。

　一般的な髪や目の色から考えると、とても希少な色だ。

　しかし広い大陸には多くの人種がいて、北方にいけば色素が薄くなるのは必須だ。おまけに一概に金色の目と言っても、茶色が薄まったヘーゼルや琥珀色を「金色」と言う者だっている。

　伝聞では銀髪も金色の目も信憑性が低くなる。そして彼自身には、大陸を駆け回って確認する時間がない。

　そこでゲルトが提案したのだ。

「皇帝陛下の花嫁探しと称して、後宮に〝銀髪・金色の目、名前がリリィに繋がる女性〟を集めれば、効率が良くなるのでは？」と。

　かくして大陸中から様々な妃候補が送られ、条件に合わずとも玉の輿を狙った女性まで帝都に押し寄せた。

　忙しく政務を片付ける合間、ユリウスは後宮に通って毎晩十人以上の姫や令嬢と顔を合わせた。

「リリィではない」と判断してすぐ部屋を出るには角が立つ。なので少し話をして穏便に終わらせ、相手国とも友好関係を保つよう努力した。

　しかし皇帝陛下に選ばれなかった姫君・令嬢たちの中には、それで引き下がるをよしとしない者もいた。

「陛下は私の体をいたく気に入られました。何度も求められたのですよ」と見栄を張る者が出れば、「私だって」と張り合う者も現れる。

　そのようにして〝皇帝は大勢の姫や令嬢と関係を結んだ〟という共通の認識ができあがった。一晩に十人以上――絶倫である。ユリウス自身はまったく身に覚えがなく、ゲルトと共に溜め息すらついているというのに、噂が一人歩きしていったのだ。

　毎晩宴を催して酒池肉林……というのも、各国の姫君や令嬢を招いている訳なので、それなりの馳走や酒を用意しなければ帝国の面子が立たないというだけだ。

　そして十七歳の頃から五年をかけて後宮にいた姫君や令嬢の選別が終わり、後宮は解散ということになった。

　しかしその頃には、彼の不名誉な噂は大陸中に広まり、挽回するどころではない状況になっていた。

　万策尽くしても〝リリィ〟は分からない。

　しかし一つだけ望みはあった。歴史上仲が良くない聖王国のみ、妃を求める書状を出していなかったのだ。加えてかの国には、正当な血筋に金色の目を持つ血筋があると聞く。加えて聖王国が掲げる国旗は、二神が二人で一対の羽を生やしているものだ。

　リリィのあの翼の痣にも通じると言えば通じる。また、会ったことはないが、聖王女は非常に美しく、銀色の髪と金色の目を持つと聞いた。

　何もかも、後宮での一件を片付けたあとの〝最後の手段〟として得た情報だ。

「ここは長年の帝国と聖王国の仲違いの解消も含め、腹を括るしかないですね」

　ゲルトに言われ、ユリウスは覚悟を持って聖王国ラディローズに手紙を書いた。






　――しかし、ゲルトが返事を持ち帰る前に、当の聖王女はファティナ修道院まで逃げてしまった。

「最後の一人だから、直接私が確認しにいく」と言い、ユリウスは仕事を片付け変装をして良家の子女のみがいる修道院に向かう。

　幸いなことに、修道院にいる女性たちは〝妃探し〟の参加リストにいない姫・令嬢ばかりだった。それでも国際会議などどこで顔を見られているか分からないので、顔をごまかす眼鏡をかけたのだ。

　そして、リリィ――リリアーナを見つけた。

















終章　聖王女は夫の寵愛を乞う












　すべての誤解が解け、愛し合っている二人は無事結婚式に向けて準備を進めた。

　帝国から聖王国には、正式にかつての歴史への謝罪があり、これから親交を深めたいという書状が送られた。

　長いこと帝国に怯えていた聖王国としても、それを快諾し大陸に真の意味で平和が訪れようとしていた。帝国派、聖王国派と分かれていた国々も、やがて軋轢をなくしてゆくだろう。










　式まで帝都で過ごしているリリアーナは、かつてファティナ修道院で仲良くなった姫君や令嬢たちと手紙を交わしていた。

　カイ司祭がユリウス陛下だったということは秘密だが、キリエだけにはこっそりと認めた。すると、彼女からも驚きの返事があったのだ。

『親愛なるリリアーナ

　今ごろ帝都の空を見上げながら、結婚式に向けて準備をしているのかしら。あなたと笑い合った日々が懐かしいです。私も近くこの修道院を出る予定なので、あなたと陛下の式には出席させてもらうわね。

　ところで一つ謝らないといけないことがあるの。私、実はカイ司祭様がユリウス陛下だと最初から分かっていたの。というより、あなたと親しくしていた時点で、陛下からお声をかけられたの。どうしてもリリアーナと懇意になりたいから、自分に他の姫君や令嬢が寄らないように協力してほしい。と言われて。

　まさか神様の次に偉いと言われる皇帝陛下が、あなた一人を手に入れるために修道院に変装して潜入しただなんて思わなくて。おかしくて、でも可愛くてつい協力したわ。だから私がカイ司祭につきまとっていたように見えたのは、すべてお芝居だったの。

　それでもあなたを傷付けたことは間違いないから、心から謝るわ。ごめんなさい。

　私は陛下と契約をして、協力する代わりに望んだ人と結婚できるよう取り計らってもらえたわ。だから、近いうちに修道院を出て大手を振って国に戻れるの。すべてあなたのお陰よ。

　後日、立派な式であなたを祝福できる日を楽しみにしているわね。それまでどうかお元気で。

キリエ』

　胸の奥でわだかまっていたものがなくなり、リリアーナは手紙の向こうの友人に微笑みかけた。

「私こそ、素晴らしい友人であるあなたに嫉妬してごめんなさい。次に会えたら、心からのハグとキスを贈らせてね」

　そして手紙の返事を彼女の故郷であるイールケに向け、認め始めた。






　　　＊＊






　結婚式の準備は一年をかけ、翌年リリアーナが二十歳になった年の初夏に盛大に行われた。

　暑いが正装をした二人は、白い豪奢な衣装の上に雪豹のマントを羽織っている。

　ユリウスは黒と赤を基調とした軍服にサーベルを佩き、リリアーナは聖王女の正装にどこまでも長く続くウェディングヴェールを引きずっていた。

　天使の歌声のような聖歌が響くなか、荘厳な大聖堂を花嫁が進む。

　参列席の花嫁側の席には、ラディローズ聖王家の家族たちが感慨深い顔で涙を拭っている。そして後方に大勢いる賓客の中に、キリエの姿もあった。

　本物の司祭が主神ラキアと愛の神シィラへの祈りを捧げ、永遠の愛を二人が復唱する。二人は愛を誓い合い、揃いの指輪を交換し合った。

　ユリウスはシンプルなプラチナに小さめのダイヤが入ったものだが、リリアーナのそれは見る者の目を奪うような見事な大きさのダイヤだった。

　この結婚を機に大陸中の宝石産出国から「我が国のダイヤを使ってほしい」と申し出があり、帝国を含めたすべての中からとっておきの一粒を中央に据え置いたのだ。また愛を意味するルビーなど様々な宝石を周囲にあしらい、リリアーナだけの逸品となる。

「それでは、誓いのキスを愛の神シィラに奉納してください」

　司祭に促され、ユリウスが頭を下げたリリアーナのヴェールを上げる。

　一年をかけて編まれたレースのヴェールが取り去られ、リリアーナの視界いっぱいに着飾った美しい男が映る。

　眩い金髪に触れた感触を思い出し、鮮やかなブルーアイを初めて見つめた時の感情に想いを馳せる。

（……大好き……）

　心の中から愛情が溢れ、リリアーナは幸せと面はゆさで微笑む。その頬をスルリと撫で、ユリウスがゆっくりと顔を傾けてきた。

　ステンドグラスから差し込む七色の光を目にしたあと、リリアーナはすべてを享受する気持ちで目を閉じる。

　そして柔らかな唇が訪れた。

　ちゅ、ちゅ、と何度か優しく食まれ、キスは深くなってゆく。

「……ん……、ぅ」

　彼に愛されるのは嬉しいが、いまは挙式の真っ最中だ。そういう個人的なキスはあとでゆっくりにしてほしいと思い、じわっと頬が熱を持った頃――。

「……格別な味だった」

　ぼそりと呟き、やっとユリウスの唇が離れていった。










「あ……っ、あん、ぁあっ。ん……っ、烈し……っ」

　初夜の褥しとねで、リリアーナはガツガツと穿たれていた。

　銀色の髪の毛が波打ち、大きな乳房もゆらゆらと揺れる。リリアーナの細腰を掴み肉棒を突き入れていたユリウスは、唇を舐め妖艶に笑った。

「聖王女殿下は烈しいのが好きなのだろう？　いや、いまは私の妻か」

　そう言って片手を結合部に持ってゆくと、ツルリとリリアーナの肉真珠をいじめだした。同時にピストン運動をやめ、腰をまわして子宮口をねりねりとくじる。

「んぁっ、きゃああぁあっ、それぇ……っ、やだぁっ、だ、――好い、のぉっ」

「リリィはいい子だな。もっとしてほしいか？　素直に言えばあなたの望みはすべて叶えよう」

　修道院で愛し合った時と同じことを言われ、リリアーナは顔を赤くし俯いた顔で淫らに微笑んだ。そして唇を震わせ少し深呼吸してから、思いきり淫猥な言葉を口にした。

「だ、旦那様の太くてたくましいモノで、リリアーナをゴリゴリ突いてくださいっ。いやらしいおマメもいじめて、大きな胸も沢山揉んでください……っ。そして一番奥で旦那様の子供の種を沢山注いでください……っ」

　いやらしいおねだりをしただけで、蜜壷がキュウキュウと収斂してリリアーナは軽く達してしまった。

「完璧だ。私の妻はとても美しく清廉で――私の前だけで淫らだ。これから毎晩愛してあげるから、もっとおねだり上手のいい子になりなさい」

「……っはい」

　愛する人に身も心も調教されたリリアーナは、淫悦に彩られた顔で従順に頷いた。










　こうして十四年前の初恋を成就させたユリウスは、リリアーナを妻とし平和で穏やかな世の中を作っていった。

　二人は新婚旅行にあの保養地を訪れ、蕩けるような蜜月を過ごす。

　ユリウスとリリアーナの胸には、互いが贈り合ったラキトが光っていた。

「幸せな家庭を築き、帝国と聖王国、そして大陸が反映してゆくように」と願いをかけて――。
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